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開会 午前 ９時５６分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○齊藤委員長 皆さん、おはようございます。 

  本日から総務企画常任委員会及び予算常任委員

会（第一分科会）を開会いたします。 

  期間は３日間を設けてしっかりと審査していき

たいと思いますので、皆様のご協力よろしくお願

いいたします。 

  ここからは着座で進行いたします。 

  審査の日程及び審査順はお手元に配付の次第の

とおりといたします。 

  今定例会におきまして、当常任委員会に付託さ

れた案件は、条例の制定、一部改正及び廃止案件

が４件でございます。 

  予算常任委員会付託案件のうち当分科会で審査

すべき案件は、当初予算案件５件であります。こ

れらの予算に関する案件につきましては、関係所

管課のところで随時分科会に切りかえて審査を行

います。 

  議案審査において討議すべき点がございました

ら申し出てください。執行部退席のもと、暫時休

憩中に議員間討議を行います。 

  委員各位におかれましては、慎重なる審査とと

もに円滑な進行へのご協力をお願い申し上げまし

て、挨拶といたします。 

  それでは、次第３、審査事項に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎西那須野支所の審査 

○齊藤委員長 まずは西那須野支所から順次審査を

進めてまいります。 

  初めに、支所長からご挨拶をお願いいたします。 

○臼井西那須野支所長 （挨拶。） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎産業観光建設課の審査 

○齊藤委員長 それでは、ただいまから産業観光建

設課の審査に入ります。 

  担当課の皆さん、改めましてお疲れさまです。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 （議案第９号について説

明） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  説明が終わりましたので、質疑を許します。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 96ページの１項８目の3001事業ですね、

サテライトの修繕費ということで120万ですか、

これはどこというか、どういうことで計画、場所

とかそのあたりをお願いします。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 96ページの田園空間運営

事業費の修繕料120万円につきましては、このサ

テライトにつきましては、建設から30年以上経過

しております。また、材料については、主に木材
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を使用したものが多くて、風雨によりかなり施設

が傷んでおります。そのための修繕料を計上して

いるものですが、30年度、今年度の予算につきま

しては、三区にあります那須疏水の水車小屋があ

るんですけれども、その水車小屋付近、水路周り

に転落を防止するための柵があるんですけれども、

その木柵がかなり傷んでおりますので、それらを

修繕したいというふうなことで計上しております。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 了解です。 

  続いて、104ページの上のほうですね、、雨水

排水の扉、修繕と書いてあったんですけれども、

ここのやはりどこの場所というのがもし具体的に

あれば、答弁願います。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 雨水排水止水扉修繕、こ

れにつきましては、点検を毎年行っておるんです

けれども、その点検によりまして、修繕の必要な

箇所が何点か発見されました。この排水扉につき

ましては、工業団地から蛇尾川のほうに排水管が

抜けておるんですけれども、蛇尾川に抜けるとこ

ろがちょうど蛇尾川に設置されています排水扉、

これがかなりさびまして、塗装が必要ということ

で、また、開閉調節器が壊れて作動していないと

いうふうなことがありますので、その排水口の扉

関係の施設を主に直したいということで計上して

おるものでございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 それ井口の工業団地の浸透槽、ちょっ

と聞き逃したかなんですけれども、のところでよ

ろしいですか、それとももうちょっと下、どこか

別な場所ですか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

〔「旧清掃センターに上がってすぐ右側の

ほうに」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 今の話はわかりました。 

  それで、もう一つ、マンホールじゃなくて排水

管の補修という、だったんですけれども、この中

の金額で一番高い部分はそちらではないかと思う

んですけれども、まずそこのところ、これ分けた

場合、一番単価が、金額が予算がついているとこ

ろですか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 工事請負費、ここに書い

てあります700万円の内訳につきましては、工業

団地の排水管補修、これが600万円を考えており

ます。マンホールのかさ上げ調整、これにつきま

しては20万円、新規と書いてあります雨水排水扉

の修繕、これにつきましては80万円ということで、

工業団地の排水管関係の補修、これが一番高くな

って600万円ということで計上しています。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 すみません、そういうことで600万円

の排水管補修工事の工事個所はどことどこをして

いるんでしょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 この排水管補修につきま

しては、平成24年度から５カ年計画で一応排水管

の補修を行うということで、テレビカメラ調査を

行って補修というふうなことを27年から５年の計

画で、当初行ってきたものなんですけれども、平

成27年度に行いました最終のテレビカメラ調査な

んですけれども、ここでかなり多くの修繕箇所が

発見されました。それで、ちょっとここは当初の

５カ年では済まない、修理できないということで
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29年からさらに５カ年の期間を延ばしまして、計

画的に修繕を行うものでございます。 

  この30年度につきましては、井口地内の排水管

を修繕する予定でございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 工事箇所は。 

○釣巻産業観光建設課長 失礼いたしました。赤田

工業団地内の排水管でございます。失礼しました。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 私からは最後にしますが、115ページ

で、道路除雪対策費というものが計上されていま

すけれども、決算はまだなんですけれども、これ

を予算するに当たって、今年度も結構雪があった

と思うんですけれども、今年度はどれぐらいかか

っているかをちょっと聞かせていただいて、  

を確認したいなと思うんですけれども、それはわ

かりますでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○釣巻産業観光建設課長 新年度予算につきまして

は50万円の消耗品と100万円を計上しておるんで

すけれども、29年度、今年度につきましては、１

月22日から２月18日まで９日間、雪の除雪及び融

雪剤散布に出動しております。除雪費につきまし

ては、現在のところ302万円、302万2,000円とい

うふうな一応、経費がかかっております。 

  除雪関係の融雪剤の購入費につきましては56万

5,000円ということで、予算から消耗品、除雪費

とも出ておりますので、予備費を充当させていた

だいて除雪を行っているというふうなことでござ

います。 

  以上でございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 ことしは多くて、ちょっと除雪が足り

ないような情報もあったので、これで予算を組ん

でいるということ、了解いたしました。 

  以上です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 まずは96ページの６款１項８目の、同

じように田園空間博物館運営管理費でございます

けれども、委託料362万を払っている委託先と委

託内容と、これまでの成果みたいなことがありま

したら、お聞かせいただきたいと思います。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 委託料362万円の内容と

いうふうなことですね。この委託内容につきまし

ては、田園空間博物館の総合案内所、これは博物

館の中にございます、ここの総合案内所の管理費

が中と外に分かれておりますけれども、中が19万

6,000円、そして外、屋外につきまして89万3,000

円の委託費を計上しております。 

  そのほかに田園空間博物館の展示、維持管理業

務で、先ほど県から受けた施設の中で市が管理す

る施設が18施設ございます。この施設の除草、清

掃関係のシルバー人材センターに例年委託してお

るんですけれども、これらの経費が57万円、それ

と那須疏水、水車の補修業務委託、これは専門業

者によりまして49万円ほど計上しております。 

  そのほか那須疏水のサイフォンの出口の保守業

務委託、これも専門業者になりますけれども、23

万円計上しております。 

  それと失礼しました、田園空間の総合案内所の

管理業務委託、屋内と屋外があるというふうに申

し上げましたけれども、これらは総額で210万円

ほど計上しております。先ほどの19万6,000円の

ところは。 

  委託先につきましては、この田園空間博物館の

総合案内所は先ほど申しましたように、那須野が

原博物館の中に設けております。博物館の管理に



－7－ 

つきましては博物館で行っておりますので、そち

らが請け負っている清掃業者、ここに面積案分で

博物館で契約をしまして、博物館のほうにその面

積案分分だけを納めてというふうな形でございま

す。 

  その室内、室外は博物館の前あたりに流れの施

設等もあります、後ろに杉の「屋
や

裏
うら

」といいます

か、その辺のところがやはり展示施設等にもなっ

ておりますので、その管理も博物館で全体を管理

している中で、田園空間博物館の分として納めて

いるような次第でございます。 

○齊藤委員長 小島委員。 

○小島委員 続いて、101ページの商工団体活動費、

７款１項２目の西那須野支所で、２商工会の交流

事業ということ、ちょっと説明があったわけでご

ざいますけれども、この２商工会というのはどこ

とどこの交流事業ということでしょうか。 

  市内商工会の交流事業という。 

〔「市内の商工会だから２つしかないです」

と言う人あり〕 

○小島委員 やっぱり那須塩原商工会と西那須野商

工会ということですかね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

〔「西じゃなくて２商工会ですね」と言う

人あり〕 

〔「２商工会ですね」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 小島委員。 

○小島委員 同じ市内なのにこういう交流事業まで

やる必要があるのかというのがちょっと、予算ま

でつけてやるという理由を、あともう一つは黒磯

につけているのか…… 

〔「両方ついている」と言う人あり〕 

○小島委員 どっちもつけているんですね。 

わかりました。 

○齊藤委員長 課長。 

○釣巻産業観光建設課長 理由といたしましては、

その２つの商工会が合併に向けていろいろ調整等

も図っていくというふうなことでの目的で計上し

ているということです。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  田村委員。 

○田村委員 同じ101ページの今のところですけれ

ども、補助金、西那須野商工会運営748万、これ

の内訳がわかればお聞きしたいです。 

○齊藤委員長 課長。 

○釣巻産業観光建設課長 この748万円につきまし

ては、西那須野商工会の運営の補助の中で、経営

指導員の人件費ということで748万円ということ

でなっております。経営指導の人件費ということ

です。 

○齊藤委員長 田村委員。 

○田村委員 その経営指導員という方は何名いらっ

しゃるんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○釣巻産業観光建設課長 人数については把握して

おりませんが、商工会では、いる方、経営指導で

きる専門家の方は、何名かは、５人いるというふ

うには聞いております。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  君島委員。 

○君島委員 先ほど、96ページのサテライトの修繕

ということで、水路のフェンスの修繕ということ

でという説明がありましたけれども、このフェン

スの管理は市なんですか、それとも土地改良区連

合なんですか、市管理だから直すんだということ

なんでしょうか。 

ほかの部分のあそこの水路のフェンスについて

の管理形態は那須野ヶ原土地改良区連合の管理で

はなかったかなと思ったもんですから、であれば、

市のほうでする必要はないのかなという気がする
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んですけれども。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 ここにつきましては、水

車小屋と那須疏水、ここにあります縦道にありま

す堀から水を引き込みまして水車を回して、また

堀に戻しておるんですけれども、そのときに引き

込みするこの水路の部分の柵というふうなことで

…… 

〔発言する人あり〕 

○君島委員 もともの水路のほうじゃなくてね。 

○釣巻産業観光建設課長 はい、その部分だけの。 

○君島委員 わかりました。 

それと……。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 これ毎年、102ページの商工イベント

支援事業なんですけれども、ふれあいまつりで桜

通りのところ、電柱の地中化ということなんです

けれども、これはもう毎年出てくる話なので、あ

る程度何かを設置すれば、ちょうちん等の飾りつ

けができるというふうなことを考えてみたらどう

でしょうか。 

  単純に毎年ちょうちんをつけるためのものを設

置して、多分、今ちょうちんをつけているんだと

思うんですけれども、それがもう少し単年度で使

い終わり切りというものじゃなくて、ある程度の

ものを置いていけば、設置していくとそのままち

ょうちんが使えるというようなものに考えてみて、

今後やったらいかがでしょうか。 

  毎年115万ですか、の金額を出すよりも何かそ

ういうものをちょっと最初に投資はかかったとし

ても、こういうものをつくっておいて翌年度もま

た使うと、再利用していくという形のほうが将来

的に経費的にはかからないんじゃないかと思うん

ですけれども、その辺の検討はされているんでし

ょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 ちょっと説明が不足して

おりました。 

  この整備事業費につきましては、先ほど申しま

したように、桜通りと駅前通りが電線が地中化に

なって、電柱がなくなりました。このちょうちん

をつるすものについても電柱に線をかけて、そこ

にちょうちんをつるしていたものなんですけれど

も、電柱がなくなったことによってちょうちんが

つかなくなったので、抜き取りができるポールを

立てているものでございます。 

  ３年前から行っておるんですけれども、桜通り

については、まず片方だけ設置しました。それで、

29年度に駅前通りのほうを一遍に左右といいます

か、両方に設置しました。今回計上するものは最

後になりますけれども、桜通りに戻った緑新住宅

のほうというか、そちら側のほうを今回設置する

ものなんですけれども、設置の仕方につきまして

は、歩道の中に、歩道のブロックの下にコンクリ

ートの四角い基礎を埋めまして、そこに抜き取り

が可能なようなポールを設置して、必要なときに

そのポールのふたをあけて設置すると、必要がな

いときには、またふたを閉じて歩道として使うと

いうふうな装置を27年から行っておる。それで今

年度というか、この30年度でそれが全て一応終わ

るというふうなことでございます。 

  ですから、以後はこの経費は出てこないという

ふうなことで、30年度で終わる計画でございます。 

○君島委員 わかりました。 

じゃ、すみません、もう１点いいですか。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 107ページの烏ケ森のぼんぼり設置の

委託料なんですけれども、これは市が設置をしな
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くてはならないものなんでしょうか。事業の中身

としては、多分、西那須野観光協会のほうで西那

須野旧地区全体を花まつりという中の一環として

烏ケ森の桜祭りアヤメというのをやっているよう

に思うのですけれども、そうしますと、花まつり

自体の主催が市ではないのに、市のほうが負担を

すべきものなのかどうかをちょっとお聞きしたい

なと思います。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 このぼんぼり設置につき

ましては、今、君島委員のほうからありましたよ

うに、当初は観光協会の事業として行っておりま

した。それが、東日本大震災の影響等で協賛企業

が減少したというふうなこともありまして、平成

26年度をもって観光協会の事業が終了することに

なりました。 

  そんなことで、この来訪者の方から花がきれい

な時期なのに暗い、寂しいというふうな声がたく

さんありまして、市の観光振興事業として実施す

るということで、29年から予算化をされたもので

ございます。 

  一時、26年度をもって、27、28を終了していた

んですけれども、やはり暗いというふうな声がか

なり上がったというふうなことで、市の観光事業

費で計上して、29年から予算化しておるものでご

ざいます。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 状況につきましてはわかりました。 

  ただ、考え方として今の説明でいくと、観光協

会でやっていて協賛金が集まらないと、集まらな

いといいますか、それをやるだけのお金にはなら

ないんだろうと思うんですよ。 

そうしますと、市のほうが設置という考え方で

はなくて、市のほうが西那須野観光協会にその設

置に当たっての不足分、100％ゼロになったわけ

ではないと思いますので、前のうちの10％、20％

しか協賛金が集まらないよと。そうしたら、その

集まった不足分についてを補助金で支出するとい

うふうな考え方はなかったのかどうかお聞きした

いです。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 今、観光協会のほうで集

まった費用等について、この花まつりの事業とい

たしまして、このほかにちょうちんの設置もして

おります。その中で、やはりこの観光協会の事業

で、このぼんぼりについてはかなりやはり現段階

では難しいというふうに考えておりますので、今、

この補助金というふうな形とかというふうなこと

の話がありましたけれども、この辺質問ですね、

この設置がどこですべきというふうなものについ

ては、かなりやはり難しい考え方なんですね。 

公園施設としてまず公園の街灯等がある程度明

るくなっていれば、こういうものは要らないのか

なというふうなものも、考え方もありますし、ち

ょっと今後検討していきたいというふうには思い

ます。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 わかりました。 

では、最後に94ページで、農地費の中で……、

これは失礼しました。これ支所の部分じゃなかっ

たんで、本庁の部分なんで、すみません。 

  以上で終わります。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 114ページの土木費の８款２項２目の

道路管理費用で、工事請負費で3,150万上げてお

りますけれども、これの予防等もあるかと思うの

ですが、これの積算の考え方、そしてこれで十分
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間に合うのかどうか、そこのところをお伺いした

いと思います。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 この3,150万円で間に合

うのかというふうなことでございますが、この工

事請負費につきましては、年間、今300件程度の

要望、苦情等がございまして、その中の８割程度

は大体処理しているというか、対応しているとい

うふうな現状でございます。 

  その内容につきましては、経年劣化による舗装

の修繕、これがやはり一番多い要望になっており

ます。29年度でいきますと、50件ぐらいの要望が

出ておりまして、27件について実施、今進んでい

るところでございます。 

  そのほかとしまして、雨水排水処理につきまし

ては、要望は31件程度、今出ております。実施は

24件ぐらい実施しておるというところで、そのほ

かには、除草とか樹木の剪定、これについては40

件程度の要望が出ております。実施は40件、全部

実施しております。 

  その他、百数十件ですね、交通安全の施設関係

のライン引きとかそういうふうなものも含まれま

す。カーブミラーの設置等もあります。砂利敷き

等の要望もあります。 

  それらについて、30年度からは委託工事だけで

なく、直営の今作業できる者が４名おります。そ

の中で材料等を購入しまして、直営で簡単な、余

り危険でないところの道路の修繕、パッチングと

いうやつですか、穴埋めですね、それとか、その

側溝のふたの取りかえとかも含めまして、あと砂

利入れ等、直営工事をできるだけウエイトを、早

くできるもの、安全なものについては直営工事で

対応するというふうなことで、それらを多く、例

年というか前年より多く入れていって、この要望

等に対応したいというふうに考えております。 

  よろしくお願いします。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 102ページの先ほど来ありました

けれども、商工イベント支援事業の額的には非常

に小さいと思うんですが、補助金でふれあいまつ

り実行委員会に対して、新年度は1,200万の補助

金が計上されているわけですけれども、平成29年

度は1,180万、20万今回、新年度予算ふえている

んですね。こういった補助金は大体例年一律で来

るもんだろうというふうに思うんですが、その差

というのはどういう理由なんでしょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 大体、例年、今言ったよ

うに、大体ほとんど定額で来ているところなんで

すけれども、30年度につきましては、見積もり等

をやはりとって予算の基礎にしておるところでご

ざいますが、機材の値上がり、それと、特に30年

度は警備委託、要はガードマンを委託しまして、

交通整理とかに当たっているわけですけれども、

この警備委託及び機材リースの値上がり等が、20

万円のふえた主な理由というふうなことでござい

ます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 これは、そうすると、その実行委

員会が当然お祭りが終わった後に、それぞれ理事

会なり実行委員会総会なり開いて、それで平成29

年度事業に対するさまざまな問題点を出したり、

そういったものが洗い出せると思うのですけれど

も、それらを踏襲して、それで予算の中にそうい

った意見があったので警備体制を強化するとかと

いうことがあったので、予算計上が20万円上がっ

たということなわけですか。それは、実行委員会
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からの要望を受けてということになるのですか。 

 結構、この実行委員会方式というのは、ほかに

もたくさんあるわけですよね。巻狩もそうだし。

その辺はどういうふうに予算計上の際には、そこ

がなっているのかという点。 

○齊藤委員長 課長。 

○釣巻産業観光建設課長 実行委員会の中では、余

り細部までは話は出ませんけれども、やはり今言

いましたように、このお祭りを実施しまして、そ

の中でこの実施、いろいろな実行委員会もありま

すけれども、そこから反省点、改善点等の意見は

出していただいて、それらに対して改善をしてい

くというふうな形では、毎年より行っております。 

  その中で、警備箇所がちょっと手薄だったとい

う、手薄というふうな意見も出たところについて、

そこに警備員を置くとか、あと、テントがもう一

つ、こういうふうな形で欲しいというふうなこと

で、テントの数をちょっとふやしたとか、それら

を反映してということでございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 ということは、やはりそういった

意見が出たものを釣り上げたという理解でいいわ

けですか。 

○釣巻産業観光建設課長 はい。 

○吉成副委員長 わかりました。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 じゃ、続きまして、104ページ、

こちらも先ほど質疑がありましたけれども、工業

団地配水管の補修の件なんですが、これについて

はテレビカメラを入れて調査をして、実際には結

構あったので、今回、平成29年から随時５年かけ

て修繕をしていくということで、平成30年度のこ

の工事請負費に関しましては、赤田の工業団地内

ということだったわけですけれども、これは実際

には何ｍぐらいで、今後５年間で何ｍの補修が必

要になるのでしょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 先ほど、24年からテレビ

カメラ調査をやっているというふうなことで、27

年度に最終のテレビカメラ調査を行ったんですけ

れども、この箇所にです。26年度までのカメラ調

査については、全て27年度までに終わる、修繕が

終わったと。それで、27年度の調査で206カ所の

異常箇所が発見されました。これについて、ちょ

うど２年間、27、28年では終わらないというふう

なことで、当初28年までの５カ年計画で計画して

おりましたが、29年度からさらに５年間を追加し

て、この206カ所の整備を行っていくというふう

なことで、計画を変更いたしました。 

  それで、28年度に65カ所を整備しました。それ

で、29年度に60カ所ですから平成27年度に206カ

所の異常箇所が見つかりました。それで、28年度

に65カ所を整備いたしました。29年度に60カ所を

整備いたしました。残りやや81カ所残っておりま

す。これは何ｍというふうなことでなく…… 

〔「箇所なんですね」と言う人あり〕 

○釣巻産業観光建設課長 箇所です。管の中に亀裂

が入っていたり剝離していたりというふうなこと

ですので、箇所というふうなところでございます。 

その81カ所をこれから整備していきたいという

ことで、平成30年度につきましては30カ所程度を

直していきたいというふうに考えております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 そうすると、残りが新年度で全て

修繕が終われば、51カ所ということになるわけで

すけれども、そうなると、先ほどの説明からいけ

ば、四区町が終わって今回、赤田、そして残りが

井口という、工業団地のほうの51カ所ということ

でよろしいですか。 
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○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○釣巻産業観光建設課長 27年度までに四区と井口

については終わっているというふうなことで、こ

れから残っているものについては赤田の工業団地

というふうなことでございます。 

○吉成副委員長 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  森本委員。 

○森本委員 96ページの田園空間博物館のことなん

ですけれども、ちょうど小島委員のほうから質問

があって、委託料の説明はあったと思うのですけ

れども、その成果の説明がちょっとなかったのか

なと思って、この事業の成果のほうをちょっとも

う一度、私の勘違いだったら申しわけないのです

けれども、事業の成果をどのように考えるかとい

うところの答弁をもう一度いただきたいのですが、

いかがでしょうか。 

○齊藤委員長 じゃ、森本委員の意見としてでいい

ですか。 

○森本委員 はい。私も聞きたいんですけれども。 

○齊藤委員長 課長。 

○釣巻産業観光建設課長 委託の成果というふうな

ことでございますけれども、全ての箇所が目的ど

おりに整備されたというふうなことでございます。

整備というか維持管理ですので、適切に維持管理

がされたと。屋外ですと、その除草、清掃関係が

主なものになります。総合案内所の屋内につきま

しては、こちらのほうの清掃関係が主なものにな

ります。屋外についても、清掃、除草関係が主な

ものになります。ですから、これらがこちらが予

定している感じになったというふうなことですの

で、委託は全て予定どおり委託されて済んでいる

というようなことでございます。 

○齊藤委員長 森本委員。 

○森本委員 わかりました。 

委託のほうがそういうことで、それによって場

所の維持管理ができているということだと思うん

ですけれども、そうすると、そこをやっぱり利用

される方とかというのは、やっぱり例えばどのぐ

らいいるのかというようなことも教えていただけ

れば。 

○齊藤委員長 森本委員    に申し上げます。 

  田園空間関係は博物館と、あと教育委員会も絡

んでいる課がありまして、西那須野支所に関しま

しては、運営費のその管理のほうでいいんですよ

ね。ということになりますので…… 

○森本委員 わかりました。 

○齊藤委員長 管理に関しては、すみません、課が

違うので…… 

○森本委員 また後で。 

○齊藤委員長 よろしくお願いいたします。 

○森本委員 了解しました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 では、なければ、質疑を終了するこ

とで異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  産業観光建設課所管の審査事項は以上となりま

す。 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますか。 

〔「はい」「いいですよ」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 いいですか。 

  じゃ、鈴木委員から。 

○鈴木委員 （道路修繕費の算定について） 

○君島委員 （路肩の舗装について） 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  田村委員。 

○田村委員 （西那須野庁舎の来庁者について） 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 じゃ、ないようですので、以上で産

業観光建設課の審査を終了いたします。 

  お疲れさまでした。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩並びに

10分間の休憩に入りたいと思います。 

 

休憩 午前１０時５７分 

 

再開 午前１１時０７分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務税務課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから総務税務課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○阿見総務税務課長 （議案第９号について説明） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 36ページ中段の1002事業ですか、この

旧三島第二公会堂解体駐車場等整備工事なんです

が、解体してそれで終わりなのか、この建物とい

うのは、なかなか文化的価値のあるものだと私は

思うんですけれども、そのあたりは結局どういう

ことになるのかな、今度は。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○阿見総務税務課長 ここには、第二公会堂という

ことでと、あと第一公会堂、２つの、大きく言え

ば２つの建物が建っております。第一公会堂は現

在、三島地区の自治会が公民館として使用してお

ります。今回、取り壊しするのは第二公会堂とい

うことで、市のほうで管理している建物になりま

す。 

  今回の国道４号の整備に伴いまして残ります、

三島自治会のほうで使っている敷地、公民館とし
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て使っているわけですけれども、駐車場用地がな

くなるということで、建物を壊した後、駐車場を

整備するというような形を計画しております。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 そうすると、あれ残っている敷地の使

い勝手として十分な面積があるかどうかなと思う

んですけれども、何平米ぐらい残っているんです

か、ここは。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○阿見総務税務課長 約805㎡が残った土地でござ

います。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 この逆に1,800万の予算計上ですけれ

ども、すみません、この解体する第二公会堂がち

ょっと私は頭に入っていないのですけれども、こ

れの面積と、そういった解体費用の予算内訳を教

えていただけますか。 

○齊藤委員長 その項目の内訳という聞き方でいい

んですか。 

○鈴木委員 そうです。 

○齊藤委員長 書いてあるとおりに。 

○鈴木委員 うん。 

○齊藤委員長 解体の内訳だけですか。 

○鈴木委員 あの、すみません、ちょっともう一度。 

○齊藤委員長 はい、もう一度。 

○鈴木委員 解体する建物の面積が何㎡か、それか

ら駐車場等の整備が何㎡で、どれぐらいの予算が

かかっているかという、この予算計上の内容です。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○阿見総務税務課長 第二公会堂の面積が154.29㎡

になるとあります。 

〔発言する人あり〕 

○齊藤委員長 課長。 

○阿見総務税務課長 あと、駐車場のスペースとい

うよりも、ちょっと区画でしかわからないんです

けれども、８区画で100㎡、８台分で予定してお

ります。 

○鈴木委員 この金額だけれども、了解しました。 

○齊藤委員長 いいですか。 

○鈴木委員 うん。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  玉野委員。 

○玉野委員 126ページです。 

  3002で防火水槽のですけれども、この場所と着

工と完成と。 

○齊藤委員長 課長。 

○阿見総務税務課長 場所については、西那須野地

区の五軒町公民館の敷地、平成29年度で要求した

場所と同じところと考えております。工期につい

ては、おおむね11月から３カ月程度かけて実施を

考えております。 

○齊藤委員長 よろしいですか。 

○玉野委員 はい。 

○齊藤委員長 そのほか。 

  君島委員。 

○君島委員 すみません、歳入の部分で、雑入で西

那須野庁舎、失礼しました、ページ数も言わない

とだめですね。 

○齊藤委員長 そうです。お願いします。 

○君島委員 雑入じゃありません。すみませんでし

た。５ページです。 

５ページで、行政財産使用料ということで、先

ほどありました11万2,000円というのがあると思

うのです。これ借地料だということでお話があっ

たんですけれども、これは差し支えがなければ、

どことどこに貸しているのかということをちょっ

とお聞きしたいのですが。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 
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  課長。 

○阿見総務税務課長 まず、駐車場のところにござ

います足利銀行のキャッシュボックスが8.39㎡で

7,685円。あと、スポーツ振興課がございます事

務フロアの中に、市の体育協会の事務室、事務局

があります。そちらが3.2㎡で５万1,784円。あと、

同じくスポーツ少年団の本部の事務局がございま

す。1.6㎡で２万5,892円。あと、２階があるんで

すけれども、産業観光建設課の脇に、西那須野東

部土地改良区の事務室がございます。こちらにつ

いても1.6㎡で２万5,892円。それと、これはちょ

っとわかりづらいんですけれども、庁舎の南側に

産業観光建設課建設係の資材置き場があるんです

けれども、そこにＫＤＤＩの埋設管が入っている

ということで、そちらが0.0288㎡で1,500円と、

内訳は以上になっております。 

○君島委員 わかりました。 

  すみません。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 それで、今度23ページの雑入なんです

けれども、西那須野庁舎光熱水費使用料というの

が入っていますけれども、243万9,000円なんです

が、これらの、キャッシュコーナーは当然入って

いる、先ほど今貸しているところでありましたけ

れども、キャッシュコーナーは該当しないかと思

うんですけれども、そのほかの部分、体育協会と

か土地改良とかという部分については、こちらの

ほうの雑入のほうの光熱水費もいただいているん

でしょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○阿見総務税務課長 市体育協会の事務室分として

4,647円、スポーツ少年団の本部の事務室分とし

て2,323円、西那須野東部土地改良区事務室分と

して同じく2,323円、そのほかに、説明では省き

ましたが、社協のほうで設置しております自動販

売機の電気料２台分の15万6,000円、あと、栃木

県警の無線システムの基地局がございますので、

それに係る電気料6,836円を計上しております。 

○君島委員 わかりました。 

  委員長。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 次に、歳出でいくと、36ページなんで

すけれども、先ほどの鈴木委員のほうからありま

した国道４号に伴う部分、これにつきまして、歳

入のほうで、財産購入、財産売り払いか何かにな

っていくのかどうかわからないんですけれども、

建物の補償費及び用地代というものについては説

明がなかったような気がするんですが、これはど

うなっているでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○阿見総務税務課長 申しわけございませんでした。 

  20ページになります。 

  不動産の売り払い収入ということで、3,488万

2,000円を計上しているという説明をさせていた

だきました。 

  まず、土地の売却については、平米単価が３万

2,000円というふうに伺っていますので、685.07

㎡掛ける３万2,000円で、2,192万2,240円計上さ

せていただいております。 

  あと、補償費については、先ほど説明しました

ように、建物の解体と補償ということで、あと立

木等の伐採、工作物等の移設等、全て含めまして

1,296万円を予算計上させていただいております。 

○君島委員 わかりました。結構です。 

○齊藤委員長 小島委員。 

○小島委員 じゃ、126ページ、消防関係の９款１

項４目の消火栓の設置管理費ということですけれ

ども、西那須野支所管内に消火栓が幾つぐらいあ

って、どの程度の  ですね、幾つあるかという



－16－ 

のを確認したいと思います。お願いします。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○阿見総務税務課長 平成30年というか29年度まで

に780基になります。 

○小島委員 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 いいですか。 

○齊藤委員長 はい。 

○鈴木委員 46ページ、西那須野支所文書管理費、

3001事業についてお伺いします。 

  ここで一番金額が張っているのは、579万円の

郵便料なんですが、とりあえずはがきの値段が上

がったりしましたけれども、そういったものとこ

れ予算計上は、どのような考え方でされています

か。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○阿見総務税務課長 こちらについては、財政課の

指示により、平成26年から28年の平均値というこ

とで計上しております。 

○齊藤委員長 一応、はがきが変わったんですけれ

ども、その辺も入れてやっているのかという話な

んで。 

○阿見総務税務課長 はい。 

あの…… 

〔「入っていないということね」と言う人 

あり〕 

○齊藤委員長 枚数だけが、26から28での予算だと

思うんですけれども、そこにその値段が上がった

分、82円になった分の計上も含めての予算計上を

したのかという、ご質問だと思うんですけれども。 

○阿見総務税務課長 はい。 

○齊藤委員長 課長。 

○阿見総務税務課長 申しわけございません。その

とおりでございます。計上等も見込んでおります。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 枚数を推測して出したんではなくて、

値上げの分も見込んで計上したんですか。そうい

うことで理解してよろしいですね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○鈴木委員 了解しました。 

○小島委員 もう一つ、いいですか。 

○齊藤委員長 小島委員。 

○小島委員 46ページ、西那須野支所のヒートポン

プの修繕を予定しているということでありますけ

れども、どうしても大きな機械の修繕ということ

で、今後この修繕によって、大体何年ぐらいはも

う問題ないとかということがあるのか。それとも、

ある程度したら、その機械全体を交換しなくちゃ

ならないとかということがあるのか。ちょっとそ

こら辺のところが見えてこないんですけれども、

どういうふうに捉えているか教えていただきたい

と思います。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○阿見総務税務課長 平成30年度の修繕費として計

上しておりますのは、ヒートポンプチラーについ

ているファンモーターの修繕です。ヒートポンプ

チラーが屋上に３台設置しておりまして、１台に

つき６台、計18台、ファンモーターがあります。 

  そのうち６台については、これまで故障等で交

換しているんですけれども、残り12台を一気に交

換するというものでございます。新規事業で申し

上げました空気調和設備の調査診断をしないと、

ヒートポンプチラーの傷みぐあい自体がわからな

いという状況でございます。 

  以上です。 

○齊藤委員長 よろしいですか。 
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○小島委員 はい。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 なければ、討議すべき点はございま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  総務税務課所管の審査事項は以上となります。 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 執行部のほうからは何かございます

か。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で総務税務

課の審査を終了いたします。 

  お疲れさまでした。 

  執行部入れかえのため、暫時休憩いたします。 

 

休憩 午前１１時３８分 

 

再開 午前１１時４０分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市民福祉課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから市民福祉課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえて行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○関谷市民福祉課長 （議案第９号について説明） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  説明が終わりましたので、質疑を許します。 

  森本委員。 

○森本委員 歳入の部分の９ページで、個人番号カ

ード・通知カードの再交付手数料ということで、

西那須野支所分25万8,000円とあったかと思うん

ですけれども、結構、個人番号カード、通知カー
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ドはそんなになくすものかなと気になったんです

けれども、何件ぐらいあるものなのでしょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○関谷市民福祉課長 今、12月末現在で313件の申

請がある状態でございます。通知カードのほうの

再発行した実績、これが12月末日現在で……。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  森本委員。 

○森本委員 313というのは、今までのマイナンバ

ーカードが始まってから12月までの再発行の件数

ということでよろしいですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○関谷市民福祉課長 ４月から12月までの間は、結

構多いですね。 

○森本委員 はい、わかりました。 

○齊藤委員長 そのほか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 ９ページの総務手数料の件なんですけ

れども、ここで見ると、例えば戸籍証明手数料が

1,288万ということで、西那須野支所分が421万

2,000円というような説明だったんですけれども、

人口地域、バランスでいうと、これだと３分の１

ぐらいだったんですね。その下を見ても、住民票

証明手数料なども大体３分の１弱ぐらいで出てい

るんですけれども、そういうふうに出てくる根拠

をちょっとご説明いただけますか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○関谷市民福祉課長 うちのほうで出している421

万2,000円の金額につきましては、27年度、28年

度の実績をもとに、これを平均して、このぐらい

だろうと平均したものを数字として出していて、

それに手数料を掛けたものを出しているんですが、

なぜちょっと少ないかと、人口割にすれば少ない

というところなんですが、本庁ですと、郵送で結

構申し込みが、かなりの数があるそうなんです。

そちらは全て本庁が取り扱いしますので、その分、

本庁の取り扱い分が多くなるというようなところ

だと思います。 

○鈴木委員 はい、了解です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 53ページ、マイナンバー関係の郵便料

４万円、これは個人の部分だけなんでしょうか。

それとも事業所宛ての部分も含まれているんでし

ょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○関谷市民福祉課長 あくまで個人に出すものだけ

です。 

○髙久委員 個人に出すものだけ。 

○関谷市民福祉課長 はい。 

○髙久委員 事業所分は入っていない。 

○関谷市民福祉課長 入っておりません。 

○髙久委員 ことしから。 

○齊藤委員長 髙久委員。 

○髙久委員 ２名分というのは、これは去年も、こ

の関係で臨時職員２名分という説明がありました。

ことしから事業所向けの特別徴収税額というんで

すか、この通知書にマイナンバーは、紙ベースの

ものには入れないという、国のほうのそういう変

更がありました。去年はもっと多かったというこ

となんでしょうか。そういう事業があって、こと

しはそれをしなくてもいいよ、同じ対応をしてい

るんでしょうか、那須塩原市。 

○齊藤委員長 課長。 

○関谷市民福祉課長 臨時職員のということでよろ

しいですね。 

○髙久委員 はい。 

○関谷市民福祉課長 臨時職員につきましては、あ
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くまでお客様として、マイナンバーカードをつく

った方が、あそこで手続をしなきゃならないんで

す、顔認証して。それで発行するという手続が結

構、顔認証をパソコンでやったりしますので、１

人当たり二、三十分かかったりするものですから、

それが主な業務になります。あくまで内部のそう

いったものについては、臨時職員では対応してい

ないということでございます。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

〔「異議あり」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 そこは、すみません、質疑のほうの

異議ですか。 

〔「質疑のほうは結構です。すみません」

と言う人あり〕 

○齊藤委員長 この後、討論がございます。 

討論はございますか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 マイナンバー、ずっと私、今までもこ

れ異議を申し立ててきました。こういう中でマイ

ナンバー、誤送付とか、通知カードもまだ届いて

いないとか、大変うまくいっていないと、いまだ

に国民の１割程度しか交付されていないという中

で、やっぱりこれは国民を安全・安心とかそうい

うものに余り役立たないと。あと、実際の生活に

もほとんど役立たないと。 

今、税申告が行われていますが、ここでもなけ

ればならないということではないと、なくてもい

いよというのを国税庁も総務省も認めています。

恐らく那須塩原市もそれを認めているんだと思い

ます。 

こういう制度、制度そのものが非常にできが悪

いと。市役所のほうの責任ではなくて、国のほう

の責任です。資本主義社会の中で競争原理の働い

ていない、そういう中でつくられたもので、でき

も悪いということで、これからも市のほうは改修

の３分の１ずっと出し続けなければいけないと、

負担分が決まっているということでございますの

で、この予算については反対したいと思います。 

○齊藤委員長 ただいま討論がございました。 

  そのほか討論をお持ちの方いらっしゃいますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 それでは、討論がないようですので、

討論を終結したいと思いますが、異議ございませ

んか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 それでは、反対討論がございました

ので、挙手による裁決といたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算を原案のとおり可決すべきものとすることに賛

成する委員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○齊藤委員長 ありがとうございます。 

  挙手多数と認めます。 

  よって、議案第９号は、原案のとおり可決すべ

きものと決しました。 

  市民福祉課所管の審査事項は以上となります。 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 執行部の皆様から何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 
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○齊藤委員長 ないようですので、以上で市民福祉

課の審査を終了いたします。 

  これで西那須野支所の今定例会における審査は

終了となりますが、西那須野支所全体として何か

ございますか。よければ。 

  支所長。 

○臼井西那須野支所長 ことし１年間、西那須野支

所長として務めさせていただきました。多分９年

ぶりに支所に戻りまして、本当、支所の窓口、特

にお客さんも多かったり、会議室もかなり稼働し

たということで、市民からも親しまれる庁舎であ

りますし、市民がよく来る庁舎であるというふう

に感じております。 

  引き続き予算については、西那須野支所のほう

のご理解をいただければと思っております。１年

間大変お世話になりました。ありがとうございま

した。 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  以上で西那須野支所の審査を終了いたします。

お疲れさまでした。 

  臼井支所長におかれましては、この後のまたご

案内いたしますので、そのときのご参加、インフ

ルエンザにだけはならないようにしてください。 

〔「ノロウイルス」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 そちらにも気をつけていただきたい

と思います。お疲れさまでした。 

  それでは、ここで昼食のため暫時休憩といたし

ます。 

  午後１時より委員会を再開いたします。 

 

休憩 午前１１時５７分 

 

再開 午後 零時５８分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画部の審査 

○齊藤委員長 これより企画部の審査に入ります。 

  初めに、企画部長からご挨拶をお願いいたしま

す。 

○藤田企画部長 （挨拶。） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画政策課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから企画政策課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  それでは、総務企画常任委員会を予算常任委員

会（第一分科会）に切りかえて審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○小泉企画政策課長 （議案第９号について説明） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  それでは、質疑を許します。 

  質疑ございませんか。 

  田村委員。 

○田村委員 19ページの下段、歳入の利子及び配当
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金ですけれども、多分、ここに配当とはどこにも

書いていないですけれども、配当があるのかどう

かということと、あといわゆる預け先ですね、運

用先というか、金融機関が何社なのか、もしくは

そのいわゆる預貯金以外のもので運用というんで

すかね、しているのがあるのか。例えば国債とか、

そういったのが詳細というか、その辺教えていた

だければと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉企画政策課長 基金の預け先ということなん

ですけれども、これは全て銀行のほうに定期預金、

あるいは普通預金という形で預けている状況にな

っています。預け先については、足利銀行黒磯支

店、それから白河信用金庫黒磯支店、那須信用組

合黒磯支店、福島銀行黒磯支店、白河信用金庫黒

磯支店、栃木銀行黒磯支店ということになってい

まして、この預け方の運用について、会計課のほ

うで定期が満期になったときに、それぞれから定

期の利息というんですか、こういうところ、何年

間預けたときに幾らぐらいの利息になりますかと

いうのを、これ入札というような形だと思ったん

ですけれども、そういうもので決めて預け先を決

定しているということなんですが、すみません、

細かいところについては、ちょっと会計課じゃな

いものですから、ちょっときょうは申しわけあり

ません。 

○田村委員 銀行のみということですか。 

○小泉企画政策課長 はい、銀行のみです。 

〔「配当」と言う人あり〕 

○田村委員 配当はないんですね。 

○齊藤委員長 配当はないということでいいんです

ね。 

○小泉企画政策課長 利子だけです。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 37ページの新庁舎整備事業で、委託料

1,944万というようなことで予定されております。

基本計画策定支援業務ということでございますけ

れども、委託先がどういうところで、委託内容に

ついてはどんな内容を想定するのかをお伺いした

いと思います。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○小泉企画政策課長 まず、委託先については、こ

れからプロポーザルというような形で、予算のほ

うが決まってから実施していきたいということで

考えています。 

  事業の策定の支援の中身なんですけれども、重

立ったところとしましては、基本計画、これにつ

いては中途までで終わっているというような状況

もありますので、改めてその部分の検証も含めて、

計画の策定というところの支援というところと、

その後、今度、基本設計、実施設計、こういうと

ころに向けての、あとは建設に向けての事業方式

であったり、入札契約方式、こういうものはどう

いうものが適当なのかというところのご意見をい

ただいたり、概算事業費、設計に当たって基本計

画をつくった段階で、ある程度の概算事業費、ど

のぐらいというところも、算出というものもお願

いをしたいと思っております。 

また、その基本計画がまとまったことによりま

して、土地収用の手続、こういうものもやはり進

められるということになるもんですから、そうい

う事業認定に、そういうものに必要な資料の作成

の協力、いろいろな平面図であったり、立面図で

あったりというものもありますので、この辺を含

めた中で、合計で委託料という形でこの予算のほ

うを計上しているところでございます。 

○齊藤委員長 いいですか。 

○小島委員 はい。 
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○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 じゃ、全く同じ箇所で、これは昨日言

った内容を全部１社で出すのかどうかが１つ。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉企画政策課長 １社ということで考えていま

す。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 前回、同じような作業はやっているか

と思うんですけれども、前回のところにまた頼む

か、全く白紙でやるのか、その辺はどうなのでし

ょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉企画政策課長 前回とともに随契という形で

はなくて、先ほど申し上げましたように、プロポ

ーザルという形の中で、もしかしたら同じ業者に

なってしまうかもしれませんけれども。 

○鈴木委員 はい、わかりました。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 了解です。 

  あと、もう１点、次、38ページ、下から２番目

の行政改革推進費で、この行政改革推進懇談会と

いうのはちょっと私、なれなくて、これはどうい

った方が何人ぐらいで、年何回ぐらいで、過去に

あるかどうかもちょっと私わからないので、もし

実績があればご説明いただけますか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○小泉企画政策課長 実は、この行政改革推進懇談

会、これについて昨年度、第２次行政改革推進計

画というものをつくりました。このときに、全部

で委員が６人です、６人の委員でお願いしていま

した。そのときには会議が３回程度、ちょっと開

催しまして、計画をまとめました。今年度、次年

度については１回分ということで、その行政改革

推進計画の進捗状況というところを報告というよ

うな形で見ていただいて、実際に計画をつくった

ところとの会議というところも検証していただく

ということでの１回ということで考えているもの

でございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 ６人という体制は変わらないのかなと、

今の答弁だと、かなと思うんですけれども、すみ

ません、どういう学識者というか、どういった方

が今回こう、というかまざっているのか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○小泉企画政策課長 まず、座長としましては宇都

宮大学の中村先生、これ行政学をやられている方、

その方が座長ということでお願いをしています。

そのほかにいろんな団体、福祉の団体であったり

…… 

〔「地元」と言う人あり〕 

○小泉企画政策課長 地元の方です。金融機関であ

ったり、あとは企業から、これは１人代表で出て

いただいたりというような形で、いろんな分野か

ら出ていただいているということになります。 

○鈴木委員 了解です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 38ページ、同じページですけれども、

ふるさと寄附金事業ということで、ふるさと寄附

システムで4,596万ということでございますけれ

ども、意外とここへ来て、ふるさと納税の納税額

が余り上がらないようなところもここのところあ

るような感じがしているんですけれども、実際に

返礼品のシステムというのは、これまではどうい

う程度の返礼品で、ことしがどうで、来年どうい

うふうにするかというか、国からの指導なんかも

あったわけですけれども、その返礼品等のリスト

の関係みたいなところでどうなっているか、ちょ
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っとご説明いただければと思います。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○小泉企画政策課長 ふるさと寄附システムの運用

ということで459万6,000円、内訳については先ほ

どちょっとお話ししましたけれども、実際にサイ

トの運営、寄附の受け入れというものを業者に委

託している部分については、まず「さとふる」と

いう業者と「楽天」という業者、２者にお願いし

ています。「さとふる」については、寄付額の

12％、これが委託費という形になります。「楽天」

については、14％から15％ということで、これは

楽天カードで決済した人の場合は14％、それ以外

の場合は15％というようなことになっています。

それが受け入れのほうです。 

  そのほかに返礼品の調達ということで3,300万

ということでお話ししましたけれども、返礼品に

ついては、基本的に那須塩原市、この寄附金のほ

うを始めた当初から30％以下ということで、平均

にしますと27％ぐいというような返礼率になって

おります。これについては、国のほうから30％以

内に抑えなさいという通知が来る以前から同じよ

うな状況です。 

返礼品については、それぞれやはり協力してい

ただける事業者さんというものもあるものですか

ら、全部で品目的には100品目程度の品目になっ

ているような状況というところで、また引き続き

お願いするところと、あと改めてまたご協力いた

だけるところについては、返礼品も追加していき

たいということで考えております。 

○齊藤委員長 そのほか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 それでは、２人の委員からもあり

ましたけれども、37ページの新庁舎整備事業費に

ついてなんですが、以前の答弁の中でも、今回の

新庁舎に関しては、基本構想については前回のを

そのまま使うと。基本計画以降については、先ほ

ど改めて課長のほうからも説明ありましたけれど

も、プロポーザル方式を採用して、提案を募って、

また新たにというお話です。 

ただ、単純に考えて、候補地が決まっていて、

面積等が決まっていて、人員の職員数も決まって

いる。そういった中で考えると、前回のものをそ

のまま使っても何ら問題はないような気もするん

です。新たにこれだけの予算を組んで提案を待つ

というのが果たしてどうなのかなという多少疑問

があるんです。そこの議論というのはどういうふ

うにされたのか、ちょっとお尋ねをいたします。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○小泉企画政策課長 ちょっと先ほど説明で足りな

かったかもしれないんですけれども、基本計画に

ついては、真っさら、白紙の状態からということ

でなくて、今までも市民懇談会、もう３年前には

なってしまうんですが、そのときにもやはり意見

等をいただいています。アンケートもいただいて

います。その意見を全く無視して白紙からじゃな

くて、その意見を意見として尊重するということ

で、前回つくりました基本計画、これをまた再度

検証という形のものから進めていきたい…… 

〔「検証」と言う人あり〕 

○小泉企画政策課長 はい。既に３年たっています

ので、その中身については、やはり検証が必要な

部分もあるだろうと。 

１つ話をしますと、基本計画の中で、新庁舎が

できた後、この庁舎の跡をどうするんだというと

ころでは、消防庁舎というのは基本計画中間報告

で出ているもので、これについてはもう既に上厚

崎のほうに消防庁舎ができる予定になっていると。

そうすると、そっくりその計画をまた使っていく
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というわけにはいかないという部分もありますの

で、そういうようなところも含めて、再度その計

画で使える部分、いろいろ意見をいただいた中で

使える部分、使えない部分というところはやはり

ありますので、その検証も含めた中で今回、策定

支援というものをやっていただくというところと、

先ほど言いましたように、その計画づくりだけじ

ゃなくて、その後、基本設計、実施設計、それか

ら建築工事のほうにいくような形での概算事業費

であったりとか、事業認定の必要な設計の図面で

あったりとか、こういうところについても作成を

お願いするというような内容になっているところ

でございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 今の課長の説明を聞けば聞くほど、

前回の石本建築事務所が当然全てのノウハウを持

っているわけですよね。そうなった場合に、ちょ

っと質疑としてどこか逸脱するかもしれませんが、

例えば、前回しかプロポーザル方式に手を挙げま

せんでしたといった場合には、不調に終わるとい

う捉え方をするのか。１社でもやはり挙がってき

て、プロポーザルに手を挙げてくれたので、そこ

を尊重して、それを入れるというふうにするのか。

そこはどうなるんでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉企画政策課長 実を言いますと、この予算要

求に当たっては、当然ながら前回請け負っていた

事業者に見積もりをお願いすれば、金額的には安

くなるだろうというのはまず想定されると。ただ、

そこの業者ありきという形になってしまって、そ

の予算を組みますと、先ほど副委員長もおっしゃ

ったような不調というものも考えられるというこ

とで、また別なところからちょっと公用な業務で、

実は前回、中途までできている協議計画があって、

この見直しを含めて検討していただいた場合、ど

のぐらいかかりますかというような形での見積も

りをとったものでの予算計上ということになって

いますので、仮に前回、請け負っていた業者が落

とす場合ですと、かなり安くなるだろうと。万が

一そこが手を挙げなかった場合、不調にならない

ような形で、これだけでできるだろうというとこ

ろの予算というところでちょっと見積もりをさせ

ていただいたところでございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 当然、プロポーザルでやる場合に

は、評価基準というのがあってやるわけですよね。

それはもうできているということでいいわけです

か。 

○齊藤委員長 課長。 

○小泉企画政策課長 まず、この後、予算計上、予

算のほうをお認めいただいた後に、これから手続

のほうを踏んでいくという中で、審査基準、こう

いうものも含めた中でプロポーザルのほうを行っ

ていきたいということで考えています。 

○吉成副委員長 はい、わかりました。 

○齊藤委員長 そのほか質疑ございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、それでは討議す

べき点はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 じゃ、討議すべき点はないというこ

とでよろしいですか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 
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○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  企画政策課の所管の審査事項は以上となります。 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 （新庁舎建設について） 

○齊藤委員長 そのほか、どうでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないですかね。 

  なければ、執行部の皆様から何かございますか。 

  課長。 

○小泉企画政策課長 それでは、ちょっと今、資料

のほうお配りさせていただきたいと思います。 

〔資料配付〕 

○小泉企画政策課長 よろしいでしょうか。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○小泉企画政策課長 （新庁舎の建設スケジュール

について） 

○齊藤委員長 ありがとうございます。 

  じゃ、来週の全協でまた説明があるということ

ですね。 

○小泉企画政策課長 はい。 

○齊藤委員長 ということで、残念ながら何も聞け

ません。よろしくお願いします。 

  確認はよろしいですか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 （アートを活かしたまちづくりに

ついて） 

○齊藤委員長 じゃ、以上で企画政策課の審査を終

了いたします。 

  お疲れさまでした。 

  執行部入れかえのため暫時休憩とします。 

 

休憩 午後 １時４０分 

 

再開 午後 １時４３分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎シティプロモーション課の審査 

○齊藤委員長 ただいまからシティプロモーション

課の審査に入ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  それでは、総務企画常任委員会を予算常任委員

会（第一分科会）に切りかえて審査を行います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○粟野シティプロモーション課長 （議案第９号に
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ついて説明） 

○齊藤委員長 それでは、説明が終わりましたので、

質疑を許します。 

  森本委員。 

○森本委員 20ページの16款２項２目の物品売り払

い収入というところで、パソコンとかそういうも

のを売り払ったということなんですけれども、私

の印象だと、パソコンとかが不要になった場合と

いうのは処分費がかかるのかなと思ったんですけ

れども、売れるものなのかというのは、どういう

……。通常はリサイクル法とかでもパソコンを処

分するにはお金がかかるかなと思うんですけれど

も、これが収入になることについて説明していた

だいてよろしいでしょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  係長。 

○波多腰情報管理係長 こちらにつきましては、主

には市の職員が使っている端末、ノート型のパソ

コンがほとんどなんですけれども、こちらについ

て、まず中のデータのほうを消去、当然させてい

ただくんですけれども、こちらデータを消去すれ

ば、あとは大体使っているのはウインドウズとい

うＯＳを使っているんですけれども、それがまだ

ウインドウズ７ですとサポート期限がまだ終了し

ていませんので、要は売れるものになるんです。

ですので、買い取りをするのに値段がつくという

ものになります。 

ウインドウズ７につきましては、あと２年ほど

サポート期間がありますので、そちらについては

売れるものですので買い取る業者がいるというこ

とになります。 

○齊藤委員長 森本委員。 

○森本委員 それは入れかえのときの下取りという

ことですか、それとも純粋に買い取ってくれるん

ですか。 

○齊藤委員長 係長。 

○波多腰情報管理係長 純粋に買い取っていただく

ものになります。単価的には2,000円ぐらいの。 

〔「心配だ」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 39ページの一番下、地域おこし協力隊

ということで、現在３名をお願いしているという

ものでございます。 

  昨年の10月か12月、12月ぐらいですか、自治会

活動への支援をしているというようなことであり

ますけれども、どんなような状況なのかというこ

とをお聞きしたいということと、もう一つは、今

度２名を募集すると。どんな部門でどんな活躍を

お願いするのか、２点についてお伺いしたいと思

います。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野シティプロモーション課長 それでは、まず

１点目です。自治会の振興ということで、新たに

１月から来ていただいて担当いただいています。

籍は市民協働推進課に籍を置いて活動いただいて

おります。 

今のところ来たばかりということなので、実態

といたしましては、各自治会の現況をそれぞれ集

まりとか区長さんにお話を聞くとか、そういうよ

うな作業で、地域をまず知っていただくような作

業が実際のところでございまして、黒磯地区ある

いは西那須野地区、塩原地区、それぞれ特色があ

る自治会のあり方というのがありますので、そう

いうものに対する理解をまずしていただこうとい

うことで、現場に行っていただいて、集会に参加

するとか、戸別にお話を聞くとか、そういうよう

なことで地域全体を把握するための作業が今のと

ころは中心になります。 

  それと２点目につきましては、どういう分野で
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ということでございましたが、２名のうち１名は

農業関連ということで、実は９月まで女性１人で

やっていただいていたんですが、それと同様の形

でいろいろ地域の農産物を生かしたものとか、あ

るいは場合によって革製品、今、ジビエの関係で

そういうのが発生するので、そういうのを活用し

てということで農業関連で活躍いただきたいとい

うことで、今、募集しているところでございます。 

  それと、もう一名は塩原地区、温泉地区、これ

はまさに地域おこし協力隊の本旨に近いですが、

そのエリアのいわゆる温泉の活性化というよりは、

観光の活性化というよりは、地域の活性化、そう

いうことでまちづくり活動に協力いただきたいと

いうことで、現在募集を、その準備をしていると

いうことでございます。 

○小島委員 わかりました。 

○齊藤委員長 玉野委員。 

○玉野委員 同じページの今の段の上、すぐ上です。

新規ふるさと回帰センターとあります。ここでの

活用内容とか、それからどのぐらい利用したいの

か、それと、どこにあるのかをちょっとお聞きし

たいです。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野シティプロモーション課長 まず、場所でご

ざいますが、こちらは有楽町駅の南口のなるのか

な、すぐ出たところにすぐある東京交通会館とい

う大きな施設があり、そちらの７階にありまして、

こちら、全国の県レベルの自治体が集まっていて、

移住・定住促進の相談窓口になっているというこ

とでございます。そちらで県が雇用しております

専従の移住・定住プラスいわゆる就職相談という

ことで２名体制で通常、資料の提供とか相談業務

を行っているところになります。 

  そこの場所に会議室、セミナー室がございまし

て、そちらのほうを会員であれば優先的に利用さ

せていただけるというようなところでございまし

て、実は小山市が既に会員になっておりまして、

それで小山市との連携事業を今やっておりますの

で、それで一応、正式にいうと小山市さんと協働

でやる場合は那須塩原市さんもという話もござい

ました。そういうこともありましたし、やはり

我々単独でやる場合にも非常に有効な場所だと思

っております。 

  通常で払いますと３万2,400円ぐらい負担金を

払いまして利用すると。それ以外のやっぱり部屋

を借りるというのは、東京だとなかなか難しいと

いうことですし、説明したとおり駅前ということ

で、非常に移住・定住の方には有名な場所、希望

する方にはということなので有効性もあるという

ことで、今回計上させていただいたというような

ところでございました。 

○玉野委員 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 41ページの行政情報システム管理費、

特に新規で次期情報ネットワークシステム導入支

援ということで、コンサルを2,000万円でお頼み

するというようなことなんですけれども、どんな

内容でどんなことを目的に頼むのかということを

お聞きしたいと思います。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○粟野シティプロモーション課長 それでは、業務

内容が大きく分けて２つございまして、先ほどの

説明の中にもあったんですが、１つは住民基本台

帳の基幹系のリプレイスが１つあるんです、実は。

それの中身を精査するという業務。それともう一

つ、情報システム、インターネットを使ったり職

員間のネットワーク、この２つを新しいというか、

継続するか同じものにするか、あるいは新しいシ
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ステムがたくさんありますので、にするかという

ような検討を行う上で、どのようなものが適切か

というところを、ざっくり言えば、ご相談しなが

ら進めるためのということになりますが。 

 じゃ、追加で細かいところを。 

○齊藤委員長 係長。 

○波多腰情報管理係長 基本的には、今、課長のほ

うからお話しした基幹系と情報系のリプレイスに

ついての見直しについてなんですが、まず作業と

しては、今持っているシステムの分析から入りま

す。現状の分析をしたところで、新しいもの、ど

ういったものがあるのかとかという情報、やはり

何分、専門家ではないとそういう新しいシステム

の情報等には疎いものですから、そういった情報

をいただきながら、あとは市としてやりたいこと

を抽出した上で、じゃ、それをやるにはどういっ

たものが必要なのかというところのアドバイスを

いただいて、そのリプレイスは恐らくプロポーザ

ル等でやるんですけれども、そういったところで

アドバイスをいただきながら、まずプロポーザル

は実施します。 

  あと、実施した後についても、じゃ、実際シス

テムを導入するときに、その決まった業者とやり

とりをする間に入っていただいて、いろんなアド

バイス、こちらが要求したことがきちんとできて

いるのかという検証も含めてアドバイスをいただ

くということを目的としたということでございま

す。 

○小島委員 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 それでは、39ページ、移住・定住

促進事業。これ、昨日の質疑の中でも出ていまし

たが、先ほど課長のほうから委託料の部分で細か

な説明があった中で、新規がショートムービー制

作という、ここで書かれているのはこれだけで、

きのうの質疑の答弁ではかなりボリュームの多い

答弁があったんですね。ここからちょっと読み取

れなかったんですが、我々は単純にショートムー

ビー、10分程度のものをつくるというような理解

でしかなかったんですが、実際にはその後の那須

塩原映画祭、そういうものを念頭に置いて、それ

らに対するアドバイス業務といいますか、そうい

ったものもあるし、あと本市に関係してきている

川岡大次郎さんでしたか、あと、それから映画監

督の本広監督のグループの協力も得るということ

だったんですが、もう一度いいですか、再度で申

しわけないですが、説明いただいて。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野シティプロモーション課長 じゃ、きのう、

予算質疑のところで部長のほうからご発言いただ

いたので、ちょっと繰り返しになると思いますけ

れども、事業内容といたしましては大きく２つご

ざいます。１つは那須塩原市を舞台にしたドキュ

メントというよりは物語の脚本をつくりまして、

この地域の風土、文化を織り交ぜながらご紹介す

るような映画制作、ショートムービー制作、おお

むね10分程度ということで今後検討してまいりま

すが、そちらが１つ大きな事業でございます。 

  それで、もう一つが、それを実施するに当たっ

て、今後、多くの市民がかかわれるような仕組み

ということですね。つまり、専門家が来てそこで

映画をつくって終わりということではなくて、そ

の制作に当たっては、多くの市民に参加いただい

て、つくっていきたいということも考えてござい

ますので、それをやるためのワークショップ、映

画のつくり方的なワークショップを市民と一緒に

やっていきたいという、この大きな事業を考えて

ございます。 

  将来的には、映画というのは当然、その作品も
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大事なんですが、そこにかかわる仕組みというの

が非常に大事だと思っています。そのようなこと

を積み上げていくことによって、将来的には映画

祭という形でこの地域の文化を含めた映画なんか

を上映しながら、多くの人に映画を通じてこの地

域を理解していただきたいという映画祭につなげ

ていきたいというのが、具体的には今、その映画

祭、どういう形でというところまで行っておりま

せんが、そこにつなげていきたいということで考

えているところでございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 きのうの部長の質疑の答弁の中で、

その映画祭に関して、先の話ですがと断りながら、

平成32年とか33年と言いませんでしたか。具体的

な何か年数があったような気がしたんですが。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野シティプロモーション課長 今の構想レベル

でございますが、来年度はその核となる映画を１

つつくりたいと思っております。 

  それに向けまして、来年度それを映画祭につな

げるための実行委員会的なものを立ち上げられれ

ばなと思っています。これは市行政が入り口はつ

くるんですが、ファンクラブのメンバーとかそう

いう方を中心に映画に携わりたいというような

方々に声をかけて、実行委員会をつくりまして、

準備委員会という形になりましょうか。それで、

それに合わせて、できればもう一つぐらいショー

トムービーを制作するというのを再来年度にやっ

ていければと。最終的にその翌年、３年後ぐらい

には準備委員会で話がまとまっていけば、映画祭

へつなげていきたいというような構想レベルでご

ざいますけれども、実行委員会に移行しまして、

それで映画祭につなげていきたいというのを、ち

ょっと大きな枠組みで申しわけないんですが、そ

のぐらいの段階的な考えで現在おります。 

  それと、ちょっと言い忘れましたが、先ほどあ

った川岡大次郎さん、まちづくり大使ということ

で、今回、那須塩原市のオールロケの作品がさぬ

き映画祭でグランプリをとったということで、情

報提供させていただいているところですが、そう

いうことで川岡さん自体、自分で会社を持ってい

まして、映画制作なんかもできるような会社でご

ざいます。それに加えまして、川岡さんのネット

ワークで、きのう、部長からありました「踊る大

捜査線」なんかで活躍されているというか監督さ

れていて、現在も全国で上映されるような、「曇

天に笑う」という、幕末の若い人が活躍する映画

なんですが、そんなのも今もつくられていますけ

れども、そのようなネットワークもできてまいり

ましたので、そういう方と連携を図って、協力い

ただきながら映画祭につなげていきたいというこ

とでございます。 

〔「試写」と言う人あり〕 

○粟野シティプロモーション課長 それで、じゃ、

どういうのでグランプリをとったのかというのも

見られていない方もいらっしゃると思いますし、

興味もあると思うので、議会最終日の議会終了後

に５分間ぐらいの本当のショートムービーなので、

議員の皆様には見ていただけるような機会をつく

りたいと思っていますので、ぜひご鑑賞いただき

たいと思います。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 今、課長からるる説明いただいて

思うんですけれども、今は平成30年度の予算を審

議していますのでどうかなとは思うんですが、そ

ういった今後、かなりのビジョンを持って今回こ

れ進めるわけですよね。そうなってくるとすぐ浮

かぶのは、当然この予算枠では済まなくなってく

るなというのがぱっと来るわけです。９月あたり

に補正が来るのかなとか、やっぱりそのぐらい事
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業は膨らませていきたいという考えであるわけで

すよね。確認しておきたい。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野シティプロモーション課長 予算的なところ

は、正直言って業界的にもこのぐらいでこのぐら

いの映画はできるというところはある程度いただ

いているんですが、映画祭というところにつきま

しては、今、全国の自治体が関係しているような

ところ、あるいは民間の人が独自でやっていると

いうのもかなりたくさんあるんですね。商業目的

のいわゆるレッドカーペットをつくって、そこで

アカデミー的な映画祭もございますし、本当に好

きな人たちが特定の宗教とか海外の映画だけを流

すとか、いろいろ映画祭はあるものですから、や

り方も多種多様でございますので、そこの予算規

模というところを今、一生懸命調査研究している

ところでございます。 

  ただ一つ…… 

〔「地方創生交付金ですね」と言う人あ 

り〕 

○粟野シティプロモーション課長 そうですね。 

加えまして、今回のさぬき映画祭なんかもちょ

っと勉強させていただいた中では、今はやりのク

ラウドファンディングなんかを、いわゆる趣旨に

賛同いただいて、ただ賛同いただいた方には映画

祭に来た場合の優遇措置というんでしょうか、返

礼品、ふるさと納税と似ているんですけれども、

入場料を何千円分無料にするとか、あるいはいわ

ゆる映画制作にかかわっている監督とか、その人

たちとの交流会に参加できるとか、そういうこと

で優遇措置をとりながらお金を集めて、今回の実

績で300万円ぐらい集めたいねということで目標

設定したところ、520万ぐらい集まって、それを

映画祭に充てられたということで、単純に行政が

全て出すということではなく、地元の企業さんか

らの協賛とか、あるいは地方創生交付金なんかで

も認められればそういうものも当て込みたいとい

うことで、今、ちょっと研究しているという状況

でございます。 

○齊藤委員長 いいですか。 

  そのほか質疑ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 続きまして、討議すべき点はござい

ますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  シティプロモーション課所管の審査事項は以上

となります。 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますか。 

  森本委員。 

○森本委員 （物品売払収入について） 
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○齊藤委員長 最初から言ってくれれば、そうすれ

ばこんな２回も言わなくて済んだ。 

ありがとうございました。 

 そのほか、委員の皆さんから何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 大丈夫ですか。 

  執行部のほうからは何かございますか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上でシティプ

ロモーション課の審査を終了いたします。 

  お疲れさまでした。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午後 ２時２６分 

 

再開 午後 ２時３９分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎秘書課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから秘書課の審査に入りま

す。 

  担当課の皆様、お疲れさまです。 

  それでは、総務企画常任委員会を予算常任委員

会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○磯秘書課長 （議案第９号について説明） 

○齊藤委員長 ただいま説明が終わりましたので、

質疑を許します。 

  小島委員。 

○小島委員 42ページの、今、都市間交流事業で、

さいたま市の岩槻やまぶきまつりと交流するわけ

ですけれども、この岩槻との交流するきっかけは

何だったのか、ちょっと教えていただけますか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○磯秘書課長 今、市長の特別顧問になっていただ

いています、前のさいたま市の副市長をやられて

いた木下達則さんという方がいらっしゃいまして、

こちらの方から、ぜひ地元のお祭りがあるんで、

市のほうへも来ていただいて、それで市のＰＲを

してもらえないかというお話がありまして、昨年

が２回目、一昨年から、岩槻まつりのほうに行っ

て、市のＰＲもちょっとやるようになっています。 

○小島委員 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 31ページの市政功労者等表彰費、

一昨年から茶話会という形をとって、多分好評な

んだろうなと思うんですが、これ、実際に茶話会

の費用としては幾らかかっているんでしょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○磯秘書課長 茶話会も、いろいろとほかの費用も

積み上げにはなっているんですけれども、予算の

見積書のほうから引っ張り出してお話ししますと、

まずはお花代ですね、消耗品で、花代が３万円。
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あとはお茶代、茶話会のときにお出ししますお茶

とかお茶菓子ですね、そちらが18万円。あとはプ

ログラムの印刷代が３万2,400円、あとは案内の

切手代が３万7,000円、あとは、今回看板のほう

は何年も使っておりまして、ちょっと消耗が激し

いということで、新たに看板も作成ということで、

２万1,600円、あとは会場の借り上げ費で２万円

を計上しているところです。 

  以上です。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 この茶話会に関しては、会場等と

いうのはもう固定化されているということなんで

しょうか。また、これは市内の幾つかの会場ある

ので使おうと思えば使えるとは思うんです。そう

いったことも加味して、今後は行われていくんで

しょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○磯秘書課長 茶話会を始めるに当たりまして、い

ろいろな会場をちょっと当たってみたんですけれ

ども、ちょっと費用の面で、去年とおととしやっ

たところは一番安くできるというふうなところで、

どうしてもやっぱりホテルなんかですと借り上げ

の費用がかなり高額になってしまうというところ

がございまして、それで今の会場に落ち着いたと

いうところです。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 我々もお世話になっていますので

よくわかります。 

  じゃ、続きまして、42ページの交流推進費、国

際交流費の中で、今回我々、２月の全協で姉妹都

市のリンツから受け入れ、もしくはこちらから行

く、それそれらに対する補助金の創設があったわ

けですね。こういう事業をやること自体はいいこ

とだと私も思います。 

  ただ、危惧されるのは、リンツとの交流事業が

那須塩原市はやっているんですよということを知

っている人が、11万7,000人のうち何人いるか。

そうすると、この事業に手を挙げる人が何人いる

か。イコール、秘書課がこれからどれだけこの事

業を宣伝していくか、そういったことに非常にか

かわってくるんじゃないかなという気がするんで

す。そこの戦略的なことは、予算としては今回60

万ということになっていますけれども、そこの戦

略的なことはどう捉えていますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○磯秘書課長 まず初めの、リンツ市との交流がど

れくらいの市民の方に伝わっているかというとこ

ろなんですけれども、今、国際交流員で着任して

いますフロレンティーネが、昨年からニュースレ

ターというふうなものを発行し出しまして、そち

らはホームページと関連しているんですね。公民

館等には置いてはいるんですけれども、そういっ

たところでＰＲをしていると。 

あとは、リンツ市と姉妹都市を提携した際に、

各公民館にも、その姉妹都市提携のパネルなんか

も展示していただいたりというふうなことがござ

いましたし、あとは、その当時、広報のほうで特

集を組んでいただいたというふうなところがござ

います。なかなか、どれだけ多くの市民の方に伝

わっているかというところはあるかと思うんです

けれども、今後もそういったＰＲのほうは続けた

いというふうなことで考えております。 

  また、30年度の予算で計上しておりますのは、

訪問事業が40万円で１件、あとはこちらの受け入

れ事業が１件ということで、そちら20万円という

ことで、60万円を計上させていただいたところで

す。こちらの事業につきましては、もう既に、市

民団体が向こうに行って、講演をやりたいなんて

いう話も去年から動きがありまして、また、こち

らのほうにも、リンツ市の現地支援員ということ
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で、ツヤコさんという方が以前、この中学生の交

流のときからお世話になっている方がいらっしゃ

るんですけれども、その方が、こちらに地元の農

家の方なんかを連れておいでになりたいなんてい

う話もありまして、まだ来られるかどうかという

のは確定ではないんですけれども、一応そんな動

きが今のところは想定されているというところで

す。 

  また、国際交流協会のほうの、できれば皆さん

行かれたいというふうなお話もいただいているも

のですから、その辺が具体化すれば、こちらの補

助金を使っていただけるのかなと考えているとこ

ろです。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 中心になるのは当然、国際交流協

会なのかなというのは当初からわかるわけですけ

れども、これから始まる事業なんで、当然うまく

いってほしいなんていう思いはあるんですが、ち

なみに、今の課長の説明からすると、本市の何を

向こうで披露したいというような団体になるんで

すか。 

○齊藤委員長 課長。 

○磯秘書課長 日本の伝統文化ということで、日本

舞踊をリンツとか、あとウイーンででも披露して

くるというふうなことで、具体的なところを動い

ている団体がございます。 

○吉成副委員長 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 31ページの下のほうで、秘書渉外費の

中の負担金、補助金及び交付金、負担金とあるん

ですけれども、この中の全国市長会の会に出して

いる金額があるんですけれども、この全国市長会

というのはどのような事業というか内容なのか、

聞いてもよろしいでしょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○磯秘書課長 この名のとおり、全国の市長さん方

が入っている団体となっていまして、栃木県の場

合でも全市が入っていまして、事務局がございま

す。市長会の県の事務局というのが自治会館の中

に入っていまして、そちらが取りまとめをやって

いるんですけれども、市長会のほうでは年に１回

総会がございまして、その中で、国に対する要望

などを市町村レベルのもの、市レベルのものを積

み上げて、それを県でまとめて、それを関東でさ

らにまとめて全国でということで、それを国のほ

うに要望するというふうな事業が一番メーンにな

っています。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 わかりました。 

  そうしたら、この栃木県市長会も同じようなこ

とかなと思います。金額が100万以上あるので、

これと同じような内容なのか、お聞かせください。 

○齊藤委員長 課長。 

○磯秘書課長 こちらが年に４回市長会議というの

がございます。あとは、市長研修ということで、

年に１回、市長さん方が国内の先進地視察などを

行うというふうなところです。額のほうが大きい

のが、全国市長会のほうは均等割と人口割という

ふうなことで一律補助金の額が決まるというふう

なことで、市長会のほうも、これも均等割と人口

割ですね。それで補助金の額は算定されていると

ころです。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 研修は、過去にはどんなことがあった

んですか。年１回あったということなので。 

○齊藤委員長 課長。 

○磯秘書課長 毎年、そちらの県の事務局のほうと、

あとは会長が今、宇都宮市長さんというふうなこ
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とで、副会長が佐野市長さんなんですけれども、

そちらの方々を中心としまして、どういった内容

で視察をするのかというふうなことを話し合われ

て、昨年度につきましては、三重県に行ってまい

りました。昨年は、市長がちょっと体調が悪くて

行けなかったんですけれども、北海道のほうに行

ったというふうなことで伺っております。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 了解しました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございますでしょうか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  秘書課所管の審査事項は以上となります。 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 執行部からは何かございますか。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 いいですか、ＣＭはしなくていいで

すか。 

〔「大丈夫です」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で秘書課の

審査を終了いたします。お疲れさまでした。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午後 ２時５５分 

 

再開 午後 ２時５９分 

 

○齊藤委員長 では、休憩前に引き続き委員会を再

開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市民協働推進課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから市民協働推進課の審査

に入ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１９号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第19号 那須塩原市

市民活動センター条例の制定についてを議題とい

たします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いします。 

  課長。 
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○室井市民協働推進課長 （議案第19号について説

明） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  小島委員。 

○小島委員 第３条の⑸に、その他条例の目的を達

成するために必要な事業と書いてあるんですけれ

ども、この条例の目的というのはどこに書いてあ

るんですかね。お伺いしたいと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 表現のほうはあれかもし

れないんですが、１条のほうで設置についての目

的を定めてございます。この目的を達成するため

の事業ということでご理解をいただければと思い

ます。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 もしかしたら、多分どこかで説明を受

けているとは思うんですけれども、このセンター

は、建物の会議室とかそういうところを貸し出す

事業なんでしょうか。全部じゃないと思うんです

けれども、具体的には。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 センターのほうの施設の

中には、こういった会議ですとか、こういったセ

ミナー、そういったものに使っていただくスペー

スがございます。そういったものは利用申請に基

づいて貸し出しを行うことということでございま

す。 

  その他、市民、団体のほうが自由に出入りをし

て、市民活動の情報ですとか他市町村のそういっ

たいろいろなまちづくりの情報、そういったもの

を自由に見たり聞いたり、また、団体が逆にそう

いうところの情報を発信すると、そういったこと

もできるという機能を備えております。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 条例の話ではあるんですけれども、こ

れを、センターね、センターというのはどういう

団体、今現在多分あるところを想定しているのだ

と思うんですけれども、具体的ではなくてもいい

し具体的でもいいんですけれども、どんな形でこ

こへ来て、ここを利用して、どんな効果がという

か、実績が得られるかというあたりをちょっと説

明していただいて、これを理解したいと思うんで

すけれども。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 このセンターのほうなん

ですが、どういった団体が利用するかというとこ

ろから申し上げますと、今、市内のほうにはＮＰ

Ｏですとかボランティア団体とか、いろんな団体

が活動してございます。さまざまな、いろいろ公

民館ですとか、そういった施設を使って活躍   

されているところですが、センターの大きな目的

といたしましては、市民団体活動の横のつながり、

そういったものを強め…… 

〔「つながり」と言う人あり〕 

○室井市民協働推進課長 はい。ネットワーク、そ

ういった機能をつくり上げていくと、そういう機

能を持っております。 

  団体のほうは、どのような団体を想定するかと

いう中では、今も申し上げたように、現在活動し

ているＮＰＯですとか、そういった市民活動団体、

そういった方が自由に利用いただけるということ

で、利用に当たっては事前予約を一応いただくよ

うな形になっております。そういったことをする

ことによりまして、そういう市民活動団体間の横

のつながりですかね、そういったネットワークが

広がることによって、市におけます協働のまちづ

くり、そういったものも推進されていくのかなと

いうふうに考えております。 
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○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 この横のつながりということは、ここ

が主体的に、各団体に何か情報を発信して、来て

くださいよと、ここでこういったことをテーマに

何かやってくださいよと、こう会わせたりして何

かやるようなことは、ここには、３のところでは

そんなふうには書いていないように思うんですけ

れども、そういうことがやはり最終的な目標だと

いうことなんですね。ですねって確認になっちゃ

いましたけれども。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 今、議員のほうのご指摘

の部分なんですが、第３条のほうに色々な   

事業がございます。そういった直接的に何か権限

を持つとかそういった表現はございませんが、３

号のところでは、市民活動に関する相談及び支援、

こういったものもやっていきますよ、それぞれそ

のほかの号でも、情報の収集及び提供、そういっ

たものを行ってまいりますよということで、また、

事業のほうはそういった、自由にこの施設を利用

いただいて、市民団体のほうに有効な市民活動に

使っていただきたいと、そんなようなことでござ

います。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 じゃ、最後にさせてもらいますけれど

も、積極的に、逆に言うと、今でも公民館とか、

いろいろな施設があって、そこで活動しているん

じゃないかと思うんですよ。それで、今の団体さ

んが場所が足りないとか、そういうことではなく

て、ここはぜひ来てくれと。ここのセンターをつ

くることによって、呼びかけながら、主体的に横

のつながりを持たすような活動をしていこうとい

うことでつくって、この条例に至っているという

こと、考え方あったというんですかね、主体的に

考えているということで。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 今のご質問の件なんです

が、施設が足りないとかそういった部分も当然あ

るとは思うんですけれども、このセンターの設置

の目的というのは、逆にそういった、公民館です

と、これ一概には言えないんですが、地域性です

とか各分野、そういった限られた活動が主なもの

になっている。そういったものの分野を超えて、

活動間の横のつながりを深める、ネットワークを

築いていければいいのかなという、そんなふうに

考えております。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 それでは、４条の開館時間及び休

館日ということで、今回水曜日が、それから祭日

……、水曜日ですね。水曜日が基本的には休館と

いうふうになっています。これは説明でもいただ

きましたから、公民館が月曜日ということですの

で、それとかぶらないようにと、そういったご意

見があって水曜日にしたということでしたよね。

確認です。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 今、吉成委員の申された

とおりではございますが、つけ加えさせていただ

きますと、施設の場合、祝日もこのセンターの場

合は運営をするわけなんですが、最近祝日の考え

方が変わってまいりまして、月曜日を祝日とする

ケースがふえておりますので、そういったものと

かぶらないように水曜日ということで設定をさせ

ていただいております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 それから日曜日、それから祭日に

関しては５時までの開館ということになっている

わけですね。ここの考え方はどういった観点から

ですか。 
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○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 開館時間等につきまして

は、いろいろ検討する中で、基本的には平日と同

じように、あいていれば利便性としては高いので

はあるかなとは思うんですが、利用団体なんかの

ご意見とかもいただいて、土日……、土日じゃな

い、日曜祝日ですか、については、余り夜の活動

というよりは、やっぱり平日をできるだけ充てた

いということで、当面夜間の館の利用というもの

はそんなにないんじゃないかということで、この

ような形にさせていただいています。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 この市民活動センターに関してい

えば、君島市長の公約事業が159あって、そのう

ちの１つの事業だということで今回、実際には以

前の区画整理事業の事務所として、その後は除染

センターとして使ったところ、やってみることに

なったんですけれども、これもちょっと先の話に

なってしまいますが、凍結をされた新庁舎のさら

にに実はこれをつくるという話があって、でも実

際的にはそれが凍結されて、またことしから新た

にスタートするわけですけれども、そういうこと

を考えると、仮住まいという捉え方でよろしいで

しょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 今、議員のご指摘があり

ましたように、当初、新庁舎の中にこういった市

民活動センターをつくっていく、そういったこと

を視野に入れて検討を行ってきた経緯もございま

すので、その考え方というのは基本的には変わっ

ていないというふうに認識をしているんです。た

だ、今回新庁舎建設を待たずに、そういった既存

の施設を利用して実際に始まったというところで、

そういったこともございますので、今後の運営の

実態等を見きわめながら、市民の皆様のご意見を

いただきながら、その点については判断をしてい

くようになるのかと思っています。 

○齊藤委員長 幹事課長。 

○小泉企画政策課長 私のほうから、新庁舎の関係

でということだったものですから。先ほど企画政

策課のときにも、来年度、基本計画のほうを見直

しをしますよと。白紙からじゃなくて、吉成副委

員長さんからもありましたように、今までやった

実績も踏まえてというところもやっぱりあります

ので、その中では、やはり市民の皆さんからいた

だいた意見の中で、新庁舎の一部フロアを、これ

市民活動センターというようなもので使わせても

らえないかなと、使えないかなと、そういう意見

があって、途中まで進んでいましたんで、それに

ついてはまた改めて意見を聞きながら、新庁舎の

基本計画をつくるときには加えていければなと思

っています。 

  ただ、それまで、新庁舎ができ上がるのが、先

ほどのスケジュールの中でもありましたように５

年ぐらい先になってしまうと。それまで何もない

というのではやっぱりうまくないというところで、

室井課長からもありましたように、暫定的かもし

れないんですけれども、とりあえずスペースを使

って始めてみたいというところからということに

なります。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 中身としてはよくわかりました。

了解です。 

○齊藤委員長 小島委員。 

○小島委員 第１条、ちょっとまたやっぱり引っか

かるんで、ちょっと第１条に。私の意見として、

一言ですけれども、実を言うと、第１条はやっぱ

り、市民との協働によるまちづくりの推進を図る

ためというのが目的なんですよね。それで、市民

の自主的かつ営利を目的としない、社会に貢献す
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る活動を支援することを目的とするというのが実

を言うと目的で、この市民活動センターというの

は、後ろに名前、名称が入っているんですよね。

そうすると、一番、本当は、目的が、括弧に目的

が入って、そしてその下に名称を見ちゃうんです

よね。ですから、ちょっと条例のつくり方とする

と、目的があって、そして名称というのがつくり

方としてはよろしいかと私は思っていますが、そ

こは皆さん方の判断だと思いますけれども。お願

いしたいと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 今の例規のつくりについ

てご指摘をいただいたところでございますが、そ

のつくりにつきましては、庁内のほうで例規審査

委員会と、そういったものがございます。そうい

った中で十分にもんでいただいて、市の考え方と

して、今こういった形でつくらせていただいてい

る。 

○小島委員 まあ、別にいいですけれども。 

結構です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 なければ、討議すべき点はございま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、採決をいたします。 

  議案第19号 那須塩原市市民活動センター条例

の制定については、原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第19号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 続きまして、総務企画常任委員会を予算常任委

員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○室井市民協働推進課長 （議案第９号について説

明） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  質疑等はございませんか。 

  小島委員。 

○小島委員 42ページの男女共同参画推進費という

ことで、新規で市民の意識調査をするということ

ですけれども、どんな視点で、どんなことを目的

に意識調査をするのか、お伺いしたいと思います。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長補佐。 

○平川市民協働推進課課長補佐 では、私のほうか

らお答えさせていただきます。 
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  こちら、男女共同参画、平成19年に条例のほう

を施行いたしまして、29年３月に第３次男女共同

参画推進行動計画というものを策定いたしまして、

今、市を挙げてこちらに取り組んでおります。 

こちらはそれぞれ男女ともに力を合わせてでき

ることをやっていこうという活動になりますが、

もちろん、その中にはたくさんの項目がございま

して、実際にこの一年、29年に策定しました第３

次行動計画がどのくらい進んでいるのかというこ

とを確認させていただくということで、市民の方、

2,000人の方にアンケートという形でお答えをし

ていただくものになります。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 それでは、38ページ、協働のまち

づくり推進事業の、先ほど課長から説明いただい

ている平成24年から提案型ということで市民提案

型の協働のまちづくり支援事業の件なんですが、

今回も650万円ほど予算が計上されています。こ

れまでも似たような金額が予算計上されてきたと

思うんですが、この事業に対する事務事業評価と

いうのはどういう評価だったんでしょうか。 

  評価を受けた上での予算計上ということになり

ますね、当然。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 事務事業の調査の中には、

特に改まったご指摘事項とかそういったものはな

かったんですが、この趣旨を教訓に踏まえて、今

後もこの事業を実施していく中で、できるだけ多

くのそういった団体に参加をいただけるようにと

いうことで、事業のほうを取り組んでいったと、

室のほうではそういうふうな考えでやっておりま

す。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 それでは、実際には、この事業に

ついて大体例年２月にそれぞれの団体から提案を

いただいて、そこで判断なされて、その事業が採

択されるか不採択になるかということで、ことし

というか来年度の事業になりますよね、に関しま

しては、幾つの団体が提案されて、それで幾つの

団体が採択されたんでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 今、委員おっしゃるとお

り、このようなスケジュールの中で進む企画でご

ざいますが、30年度につきましては、現時点で９

の団体のほうから事業提案がございまして、それ

で審査会の中で随分の審査を行った上で、まだ決

定ではございませんが、９団体全て一応採択とい

うような形になっております。 

  その中で、ちょっと補足になりますが、予算的

に今の応募状況ですと、予算のほうがずっと消化

し切れないという状況でございますので、29年と

同じように追加募集を実施していきたいというふ

うに考えております。できるだけ多くの市民の皆

様、団体の皆様に参加いただきたいというので。 

  ただ、この事業のほうは、全団が新年度に入っ

てから準備を進めていたんですが、各団体のほう

から、４月からすぐ動くのでというような、そう

いうご要望が強かったものですから、前年度に  

を始めて、４月からそういうふうに各団体が実施

できるというふうにしたんですが、その影響で、

逆に、なかなか今の時点で事業のほうがまとまら

ないということもありまして、だから、団体のほ

うで手を挙げづらいという部分もございますので、

追加募集の中でそういった部分は補っていけるか

と思っております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 この事業も、以前大きな事業があ

って、それを取りやめてこの事業にかえたという

ことがあるわけですね。ですから、大変に期待さ
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れた事業だったと思うんです。とはいっても、今、

課長の説明の中にも、思ったほど、実は手を挙げ

る団体が少ないということだと思うんです。です

から、なかなかその予算は使われない。ないしは、

１年、２年、３年とそれぞれ補助率が減っていき

ますから、そこにもひょっとすると問題があるの

かもしれません。 

  ということは、先ほどの事務事業評価の中で特

別な意見はなかったというお話でしたけれども、

私は、逆に今の話を聞けば余計あってしかりじゃ

ないか、だからこの事業については今年度に関し

ての予算の組み立てとしては、これこれこうしま

したという、本来は話があっていいんじゃないか

なというふうに思ったんですが、そこはどうです

か。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 申しわけございませんで

した。 

  この事業のほうなんですが、先ほどの指摘のほ

うがなかったということをお話しさせていただい

たんですが、当然、24年度にスタートいたしまし

て、何度かやっぱり議論の中で見直し等を行って

まいりました。金額的な部分というだけではない

んですけれども、どう言ったら多くの団体に提案

をいただけるのかという部分を含めまして、まず

周知方法からまず見直しいたしまして、従来の方

法ですとか、そういったものに加えまして、各団

体のほうへ直接アプローチをするという方法もと

っております。 

  また、提案の内容につきましても、従来、自由

テーマということでやってきたんですが、より那

須塩原市の協働まちづくり、地方創生が進むよう

なことを考えまして、29年度から地方創生に資す

るまちづくりというような、市の行政のほうで設

置をいたしました提案への取り組みというものを

求めまして、その中では、今までの補助率も１年

目、当初が８割、それが６割、４割というものを、

若干でございますが、９割、７割、５割というふ

うに上げたという経緯もございます。 

  そういった中でも、やはりまだまだこういった

手を挙げていただける団体も少ないという状況で

ございますので、そういった部分も、補助を含め

まして、今後、この事務については検討して取り

組んでいきたいなとは思っております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 直接、市民協働のほうには関係な

いかもしれませんけれども、今回、３年間かけて

来年度から市単独補助金に関する見直しというの

を行うわけですね。そうすると、これも対象だと

いう理解でよろしいですね。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 ご指摘のとおりでござい

ます。 

○吉成副委員長 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 42ページの結婚対策事業費についてお

尋ねをいたします。 

  過去、ことし、新規ではないと思いますので、

過去ではこの成果というのはどうでしたか。何件

か成約というか、うまく結びつけてきたんでしょ

うか。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 こちらのほうは、昨年の

７月にサポートセンターのほうを立ち上げて取り

組んでまいる事業でございますが、３月７日時点

になりますが、登録者数のほうが一応140名とい

うことになっております。そういった中で、成婚

のほうも昨年の11月に１組成婚ができたというこ

とです。 
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○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 実績の話になりますけれども、これ、

何ていうんですかね、１組うまくいったというこ

とだと思うんですけれども、140名の中で、半々、

これ何回ぐらいこう、確率みたいな話ですけれど

も、どれぐらいの組み合わせで会わせることがで

きたんですか。 

○齊藤委員長 補佐。 

○平川市民協働推進課課長補佐 すみません、じゃ、

私のほうからご回答させていただきます。 

  こちら、140人現在登録がございまして、マッ

チングの実績といたしましては、月１回結婚サポ

ーターさんのマッチング検討会議というのを実施

しております。４月から２月まで終わっているん

ですが、２月までの間に84件検討をさせていただ

いております。そのうち、まだ報告は上がってき

ていないんですが、上がってきた３月の初めまで

の上がってきた件数でいいますと、37組がマッチ

ングという形でお引き合わせのほうを実施してお

ります。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 大分、この内容がわかってきました。 

  多分、サポーターの方、ご苦労されていると思

うんですけれども、８名と伺ったんですけれども、

報償金、後ろのほうにサポーター謝礼と書いてあ

るんですけれども、この51万円というのは、これ

は過去の実績をもとに出された数ですか、この算

定の仕方は。 

○齊藤委員長 補佐。 

○平川市民協働推進課課長補佐 算定の仕方という

ことなんですが、マッチング１組当たりサポータ

ーさんに2,500円ということで謝礼のほうをお支

払いしております。あと、30年度からなんですが、

このお１人の方をマッチングまで導くまでの間に、

いろいろ結婚サポーターさんのほうで、まずお電

話をかけていただいたりとか、出向いていただい

て書類等を説明をしていただいたりとかという諸

経費というものですかね、がかかっておりますの

で、30年度からは、お１人につき1,500円という、

担当している相談員さんお１人につき1,500円と

いう形で新たな謝礼のほうを支払っていきたいな

と考えておりまして、30年度のほうを載せさせて

いただいております。 

  今、推計、30年度、月５人ぐらいずつ登録があ

るというふうな形で見させていただきまして、相

談者数、30年度中220人になるという考えで1,500

円掛ける220人ということで33万円という形で、

今回新たにその分謝礼のほうを上げさせていただ

いております。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 じゃ、すみません、確認ですけれども、

今、1,500円掛ける220人で33万円で、サポーター

の謝礼のところは一応51万円となっていますよね。

この差はなんでしょうか。 

○平川市民協働推進課課長補佐 うち18万円が、お

引き合わせのときのマッチング謝礼ということで、

年間60回、60組を目指しまして、１人の相談者さ

んに１人のサポーターさんがつきますので、１回

のお引き合わせでお２人のサポーターさんの方に

お支払いするということで、1,500円掛ける２人

掛ける60回ということで、18万円のほうを上げさ

せていただいております。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 そうしましたら、あと、この委託料で

婚活イベント、結婚セミナーというのがあるんで

すけれども、これはこの那須塩原市のサポーター

さんのほうじゃなくて、この中で委託をどこかに

してやっているのかと思うんですけれども、よけ

れば、どんなところに委託していて、過去ではど

んなことをやっていた、またはこれからどんなイ
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ベントを予定しているのかをお示しいただけます

か。 

○齊藤委員長 補佐。 

○平川市民協働推進課課長補佐 では、私のほうで

お答えさせていただきます。 

  29年度実施に基づくものなんですが、まず29年

度は婚活セミナーということで３回実施させてい

ただいております。市内にいらっしゃいますコン

サルティングの方にお願いをさせていただきまし

て、自分磨きのためのセミナーという形で３回や

らせていただいております。１回目、２回目につ

きましては、ファッションとかヘアメーク等でま

ず外見をということでやらせていただきまして、

３回目、こちらはコミュニケーションということ

で３回目やらせていただいております。参加人数

なんですが、総計53名の方にご参加いただいてお

りまして、うち女性が26人、男性が27人というこ

とで半分半分の参加率となっております。 

  続きまして、イベントのほうなんですが、こと

しの２月４日日曜日に、市内にあります結婚式場

のほうで株式会社エフエム栃木様のほうに、ＲＡ

ＤＩＯ ＢＥＲＲＹ様に委託のほうをお願いいた

しまして実施のほうをさせていただきました。 

参加者は、男性、女性とも20名、20名というこ

とで計40名のほうを募らせていただきまして、お

かげさまで申し込みのほうが、計83名の方からお

申し込みいただきまして、抽せんということで、

その中で40名の方には参加のほうをしていただき

ました。当日、実際、ちょっとお天気、遠くから

来る方がお天気の関係でちょっと来られない方が

おりまして、実際には33人の出席になったんです

が、そのうちカップル成立は６組という形で、今

回カップルのほうが成立いたしました。 

  以上です。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 最後は、ぜひ頑張っていただければと

いうことだけで終わりにしたいと思います。あり

がとうございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 すみません、１つだけ確認したい

んですが、38ページの今回の市民活動センターの

管理運営の中で、駐車場の、今回、あそこ整備す

る必要はないかもしれませんが、例えば駐車のラ

インを入れるとか、そういったことはされる考え

はなかったわけですか。結構草が生えている状況

で、これまで使っていたのは、主に職員の方々が

駐車場も利用されていたということだったので、

余り問題ないのかなと思うんですが、これからは

市民の方が利用されるとなった場合には、トラロ

ープみたいなもので、とりあえず駐車スペースは

ここですよというようなものも必要なんじゃない

かなと思ったんですが、その点ちょっと確認をさ

せてください。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 ただいまのご指摘があり

ました件ですが、本当にそういったことは今後や

っていかなければならないとは思っております。

ただ、今後、利用の状況を見ながら、そちらのほ

うを整備というものは進めさせていただければと

思っております。 

○齊藤委員長 いいですか。 

○吉成副委員長 はい。 

○齊藤委員長 そのほかございませんか。 

  小島委員。 

○小島委員 自治会費の、32ページの自治会長連絡

協議会の自治振興費です。それと、行政連絡員の

配分基礎みたいなもの、これいろいろと議論があ

るわけでございますけれども、もうことしは見直

しの話はないと思うんですけれども、今後、自治

振興費であったり、自治会長連絡員の積算基礎な
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り、それについては市民からもいろいろと提言あ

るいは意見等もあります中で、見直しの考えはあ

るのか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○室井市民協働推進課長 今のご質問でございます

が、この補助金、また行政連絡員の報酬等につき

ましては、平成17年、合併時からまだ見直しが行

われていないものも含まれます。昨年の中で、委

員ご指摘のように、それから市民のほうからも声

も出ております。 

  具体的な、まだ検討には入っておりませんが、

見直しの交渉を行うということで、自治会と連絡

協議会のほうへもそういった投げかけをしている

ところでございますので、新年度の中で十分な検

討、見直しをやってまいりたいと思っております。 

○小島委員 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論すべき点は

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  市民協働推進課所管の審査事項は以上となりま

す。 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆さんから何

かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 執行部のほうからは何かございます

か。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で市民協働

推進課の審査を終了いたします。 

  これで、企画部、今定例会における審査は終了

となりますが、企画部全体として何かございます

か。 

〔「ございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 それでは、以上で企画部の審査を終

了いたします。 

  お疲れさまでした。 

  藤田部長におかれましては、大変お疲れさまで

ございました。またご案内申し上げますので、イ

ンフルエンザにならないように体調管理のほどを

よろしくご管理ください。ありがとうございまし

た。 

  ここで、執行部退席のため、暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午後 ３時５２分 

 

再開 午後 ３時５２分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会
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を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○齊藤委員長 本日について、各委員から何かござ

いますか。 

  本日の中です。すみませんでした。 

  ありませんね。 

〔「ないです」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 事務局からは何かありますか。 

○齊藤委員長 ああ、すみません、じゃ、私のほう

から。この間、協議会のほうで、本日、あした、

あさってと、２．５日のほうで委員会のほうを開

催すると言ったんですが、管内の事務調査を行わ

ず終わらせるのももったいないと思ったので、９

日に時間が余るので、先ほど議論がありました市

民活動センターの場所にちょっと行政視察に行き

たいと思います。 

  最初は13日にしようと思ったんですが、わざわ

ざ駆り出す必要もないだろうという話になってし

まったので、３月９日の議会事務局の審査終了後

に、市民活動センターのほうの場所に視察のほう

に行きたいと思います。 

  皆さんの意見で長引いた場合には、ちょっとお

昼を越えちゃうかもしれないんですけれども、ま

ずないとは思うんですが、その時点で行けると思

いますので、ご協力ください。ご報告といたしま

す。 

  それで、事務局からは。 

〔発言する人あり〕 

○齊藤委員長 ないですね。 

じゃ、一回閉めますね。 

  以上で本日の委員会を散会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午後 ３時５４分 

 

 



－45－ 

総務企画常任委員会及び予算常任委員会（第一分科会） 

 

平成３０年３月８日（木曜日）午前１０時００分開会 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 齊 藤 誠 之  副 委 員 長 吉 成 伸 一  

委 員 田 村 正 宏  委 員 小 島 耕 一  

委 員 森 本 彰 伸  委 員 鈴 木 伸 彦  

委 員 髙 久 好 一  委 員 君 島 一 郎  

委 員 玉 野   宏    

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者 

総 務 部 長 伴  内  照  和   総 務 課 長 田  代  宰  士   

総務課長補佐 高  久     修   行 政 係 長 鈴  木  正  宏   

人事研修係長 福  田  真  二   給与厚生係長 田  中     薫   

危機対策・放 
射能対策室長 

高 根 沢  寿  夫   
危機対策担当 
主 査 
（係長級） 

小  池  雅  之   

放 射 能対策 
担 当 副主幹 

大  木     聡   財 政 課 長 田  野     実   

財政課長補佐 
兼 管 財係長 

押 久 保     昭   財 政 係 長 関  根  達  弥   

契約検査課長 増  子  芳  典   契 約 係 長 小  野  志  保   

検 査 係 長 相  馬  福  光   課 税 課 長 菊  池  敏  雄   

課税課長補佐 
兼 税 制係長 

池  澤  直  実   市 民税係長 宇 賀 神  晶  子   

国民健康保険 
税 係 長 

田  中     綾   
資 産税土地 
係 長 

平  田  篤  史   

資 産 税家屋 
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  １．開 会 

  ２．委員長挨拶 

  ３．審査事項 

   〔総務部〕 

    ・総務部長挨拶 

   〔総務課〕 

    ・議案第２４号 那須塩原市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 

            について 

    ・議案第４２号 那須塩原市東日本大震災復興推進基金条例の廃止について 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ９号 平成３０年度那須塩原市一般会計予算 

   〔財政課〕 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ９号 平成３０年度那須塩原市一般会計予算 

   〔課税課・収税課〕 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ９号 平成３０年度那須塩原市一般会計予算 

    ・議案第１０号 平成３０年度那須塩原市国民健康保険特別会計予算 

    ・議案第１１号 平成３０年度那須塩原市後期高齢者医療特別会計予算 

    ・議案第１２号 平成３０年度那須塩原市介護保険特別会計予算 
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   〔契約検査課〕 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第 ９号 平成３０年度那須塩原市一般会計予算 

   〔選管・監査・固定資産評価・公平委員会事務局〕 
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    ・議案第 ９号 平成３０年度那須塩原市一般会計予算 
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開会 午前 ９時５９分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○齊藤委員長 皆さん、おはようございます。 

  散会以前に引き続き、総務企画常任委員会を再

開いたします。 

  委員各位におかれまして、慎重なる審査ととも

に円滑な進行へのご協力をお願い申し上げまして、

挨拶といたします。 

  それでは、次第により、本日の審査に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務部の審査 

○齊藤委員長 これより、総務部の審査に入ります。 

  初めに、総務部長からご挨拶をお願いいたしま

す。 

  部長。 

○伴内総務部長 （挨拶） 

○齊藤委員長 ただいま説明がございました。 

  質疑を許します。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 この月額の16万6,000円とした根拠で

すか、算定の仕方を教えていただけますか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田代総務課長 それでは、移住定住コーディネー

ターの直接の担当課でございますシティプロモー

ション課からご説明をさせていただければと思う

んですが、よろしいでしょうか。 

○齊藤委員長 認めます。 

○粟野シティプロモーション課長 おはようござい

ます。 

  それでは、私のほうから移住定住コーディネー

ター月額16万6,000円の根拠ということでござい

ますが、こちらは基本的に勤務の時間、今３名お

りまして、来年度は２名ということになります。

その中で勤務の形態といたしまして地域おこし協

力隊、この資料でいいますと上段にございますが、

それと議してやってまいります。ということで、

週４日勤務の８時間というところを勘案いたしま

して16万6,000円ということで決定させていただ

きました。 

  以上でございます。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  田村委員。 

○田村委員 それでは、その方たちのいわゆる月額

は16万6,000円なんでしょうけれども、福利厚生

とかはどうなっているのでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○粟野シティプロモーション課長 福利厚生に関し

ましては、基本的には社会保険加入ということで

市のほうで、あと雇用保険、そちらも市のほうで

控除させていただきまして、税のほうも合わせて

控除させていただくということで実施してまいり

ます。 

  それ以外は費用弁償、通勤手当それも別途支給

されるということでございます。 

  以上でございます。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 本当に今さらの質疑なんですが、

今回それぞれ日額が違うわけですよね。弁護士の

場合には日額１万5,000円になっているわけです

けれども、これは当然行政ですから決まっている

とは思うんですが、そこをちょっと説明していた

だいてよろしいですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 例えば弁護士日額１万5,000円、

その他日額１万円というような報酬の金額につき
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ましては、報酬審議会のほうで決定をいただいて

いるというようなことで、それぞれの資格を持つ

方の報酬についてはこのような形で統一している

というようなところであります。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 そうすると、私、勘違いしていた

んですが、もう行政はどこでも弁護士に対しては

日額１万5,000円ということではないということ

ですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 吉成委員おっしゃるとおり、これ

はあくまで那須塩原市の報酬というようなご理解

をいただければというところでございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 弁護士にこだわるようですけれど

も、通常、我々が弁護士さんに相談するとなると

30分5,000円なわけです。ですから、１時間なら

１万円というそういう相場があるわけですけれど

も、そういったものを勘案すれば、当然何時間に

なるかわかりませんけれども、安価な報酬で協力

をいただいているということでよろしいんですね。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 これをもって安価がどうかという

話はなかなか難しいのでございますが、繰り返し

になりますが、この報酬につきましては報酬審議

会のほうで審議した金額だということでございま

す。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 質疑がないようなので、討議すべき

点はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第24号 那須塩原市特別職の職員で非常勤

のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改

正については、原案のとおり可決すべきものとす

ることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第24号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第４２号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、続きまして、議案第42号

 那須塩原市東日本大震災復興推進基金条例の廃

止についてを議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  課長。 

○田代総務課長 （議案第42号について説明） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 残高ゼロになったのはいつでしたか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 平成28年度の事業をもって残高が
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なくなりました。 

○鈴木委員 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 それでは、質疑を終了したいと思い

ますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第42号 那須塩原市東日本大震災復興推進

基金条例の廃止については、原案のとおり可決す

べきものとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第42号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  課長。 

○田代総務課長 （議案第９号について説明） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  小島委員。 

○小島委員 33ページの２款１項１目の一般管理費

の水防センター防災対策費の中で、新規で避難所

特設公衆電話端子盤設置ということで公衆電話の

端子をつけるというようなことをやるんですけれ

ども、今、私らの一般的な感覚としては、もう携

帯電話で連絡する時代に、公衆電話の端子という

のはどういう理由でつけるのかちょっと理解でき

ないので、理由をお聞かせ願えればと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 もちろん携帯電話の使用もありま

すが、避難所に避難をされた方が使える電話を設

置するというような目的でございます。既に小中

学校につきましては、ふだんは電話機をしまって

おくんですが、そこが避難所となった際には、そ

こに設置をして避難した人が使える電話を設置す

るというようなところなんですが、同じように今

年度につきましては、公民館等にその公衆電話を

設置するというようなことでございます。 

  要は当然避難をする方につきましては全ての方

が携帯電話をお持ちではないということ、また状

況によっては、携帯電話がつながらない状態もあ

ろうかというようなこともあります。いろいろな

通信手段の確保というようなことから、今回、避

難所にこの公衆電話を設置するというような事業

を行うものでございます。 

○齊藤委員長 小島委員。 

○小島委員 では、具体的にどの公民館に何カ所つ

けるのか、お伺いしたいと思います。 
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○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 今年度、設置予定なのは22カ所で

ございます。15あります公民館に加えまして、指

定避難所であります黒磯運動場武道館、三島体育

センター、西那須野運動公園、宿泊体験館メープ

ル、シニアセンター、健康長寿センター、そして

福祉避難所である黒磯保健センター、計22カ所に

特設公衆電話を設置する予定でございます。 

○小島委員 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  森本委員。 

○森本委員 同じページなんですけれども、自主防

災組織育成支援事業、9001事業の中の自主防災組

織結成事業ということで27万円計上されています

けれども、30年度、自主防災組織結成される予定

というのはあるのか、お聞きしたいと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 今、具体的に来年度、設置します

というようなことは聞いていないんですけれども、

これからまた新年度に向けて、私どもは結成の呼

びかけをしてまいる予定でございます。 

○齊藤委員長 森本委員。 

○森本委員 それでは、29年度の実績もお聞かせい

ただければと思いますが、いかがでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 お待たせして申しわけございませ

ん。 

  29年度、こちら３つの団体で自主防災組織が結

成をされております。私どもは黒磯地区の管轄で

ございますので、それらの数字は黒磯地区という

ご理解でお願いをしたいと思います。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 32ページの平成10年８月27日を中

心に起こった那須災害の件なんですが、今回20年

の追悼式典をということなわけですけれども、こ

れに関しては那須町もこのような形で行うんでし

ょうか。変な聞き方ですけれども、これ自体はど

ちらで開催されるんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 現在、まだ私どもの草案というと

ころでございますが、那珂川河畔公園を会場に実

施をしたい考えでございます。 

  また、現在のところの情報では、那須町では同

様の催しをやるという考えはないといいますか、

未定だと伺っております。 

  また、私どもが式典を開催する際には、那須町

長、那須町の方々もご招待をさせていただければ

とは思っております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 災害の記憶をやっぱり消さないと

いう意味では、こういったことも重要だなと思い

ます。わかりました。 

  続きまして、33ページ、Ｊアラートの受信機の

更新ということで、今回これ高機能だというふう

な説明が全協資料の中にもあるんですけれども、

これまでのものとどう違うんでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 こちらは国からの資料でございま

すが、現行使っている受信機というのが平成22年

に定義をしたハードウエア要件ということで、ソ

フトウエアのみ更新をしてきたんですが、既に処

理できる能力の限界に達しているんだというのが

国の見解でございます。その理由といたしまして、

フリーズまたは遅延の発生リスクが大きい、音声

が正常に伝達されない可能性等々がある、または

セキュリティーに脆弱性の問題もあるということ

がございまして、新型受信機に更新ということで

ございます。 

  新型受信機につきましては、高処理機種を採用
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することで処理速度が速くなって、安定した情報

伝達が可能になるということ、セキュリティーの

確保もできるというようなことでございます。そ

の他、音声出力の充実というような点もあるとい

うことが国からの資料でございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 国からそのような資料が来ている

ということなのね。 

  実際には、これどのぐらいの予算額になります

か。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 現在の想定では、300万円という

ことで予定をしております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 続きまして、同じ33ページの人事

管理費、よろしいですよね。 

〔「はい」と言う人あり〕 

○吉成副委員長 ここの賃金のところで、育休、そ

れから病休等にかわって臨時職員の賃金として

1,000万から計上されています。実際に病気で休

むそういった方々は大まかどのぐらいの方々がい

らっしゃるということで、この臨時職員の賃金を

想定されたんでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 10人程度と想定をして、予算計上

をさせていただいたところでございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 これは例年そのぐらいの方が病気

で休まれるという前提のもとに算定された、実績

という表現はよくないでしょうからということで

すか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 全てが病気ということではなくて、

育児休業も含めて10名というようなご理解をいた

だければと思います。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 では、実際に病気で休まれる方と

いうのはどのぐらいいらっしゃるんでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 今年度の状況ということでご了解

いただければと思いますが、７名だったというと

ころでございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 それに関係して今度、34ページの

給与・職員厚生費、2001事業の中の委託料で臨床

心理士カウンセラーがあるわけです。これ当然そ

ういった休む方を考えれば、非常に大切なものだ

と思うんです。実際には毎年どのぐらいの方々が

カウンセリングを受けていらっしゃって、それに

基づく予算編成なのでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 トータル人数でいいますと100人

超えです、110名程度です。基本的に月２回、カ

ウンセリングの時間を設定をしております。その

ほかに新規採用職員は必ず一度、夏場にカウンセ

リングを受けるというような形でしております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 まず、この1,040万のうちカウン

セラー委託料というのは幾らになっているんでし

ょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 75万4,560円というところでござ

います。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 今回、国も進めていますし、私も

代表質問の中で働き方改革という質問をさせてい

ただいています。そういった観点からいくとこの

カウンセラー、ちょっとこれまで前回がどのぐら

いの予算枠だったかというのを把握していないの

であれなんですが、これは人数的には当然受けた
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い方が希望によって受けられるというシステムに

なっているんだと思うんですが、ことし、去年比

較してどうなんでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 まず１点、訂正をさせてください。 

  先ほど75万4,560円と言った金額は月２回の定

例のものだけの金額でございました。そのほかに

先ほど私のほうで新採職員等というような形、そ

の定例以外のカウンセリングを含めますと総額で

90万5,760円という金額になります。 

  傾向といたしまして、最近、その職員カウンセ

リングも申し込みを希望する職員がふえてきてお

ります。そのため、その定例ではみ出してしまう

部分については、先ほど言いました新採職員等の

イレギュラーなほうでも対応できるように、平成

30年度については考えております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 ということは今、課長から説明が

あった90万何がしの中にその部分も夏場というこ

とになるんでしょうけれども、一般の職員の方々

のカウンセリング希望の方は入るというふうな理

解でいいわけですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 まず基本は、やはり定例の月２回

というところで受けていただければというところ

でございますが、そのほかのイレギュラーの対応

も、またそういった予算の中で対応が可能である

と思っております。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 33ページの自主防災組織育成費の中で、

資機材等整備費ということで出ていますけれども、

ここに例えば非常食みたいなものは含まれるのか

どうか、そういうものを考えているのかどうかち

ょっとお伺いしたいと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 資機材につきましては、こちらで

これを買いなさいというような話はございません

ので、その中で例えば委員おっしゃるとおり食料

を買う自主防災組織もあれば、防災倉庫を購入す

るまたは非常用の発電機を購入するまたは非常用

のスコップであるとかそういった機材を買うとか、

そういったいろいろなところがありますので、そ

の自主防災組織の必要な設備をその金額の中で購

入いただければということで、特に縛りはござい

ません。 

○齊藤委員長 小島委員。 

○小島委員 具体的に例えば今、パンのアキモトさ

んでパンの缶詰なんかつくっていますよね。あれ

を那須塩原市で買っているなんていう事例があっ

たのはご存じかどうか、お伺いしたいと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 購入されているところもあるとい

うふうに聞いていると、どこだとかどれぐらいだ

というのはちょっと申しわけございません、わか

りません。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 自主防災組織の関連ですけれども、毎

年計上すると思うんですけれども、あとどのぐら

いの組織というか、立ち上げを目指しているんで

すか。この金額はことしする上で、幾つの組織を

目指した予算計上になっていますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 平成30年度のこの当初予算では、

結成事業補助金は９団体ということで計上させて

いただきました。 

  目標はということであれば、私どもとすれば

100％を目指したいというところでございます。 

○鈴木委員 全体の数は、最終的な。 
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○齊藤委員長 鈴木委員に申し上げます。 

  黒磯地区の予算の話をしているので、全体とい

うと西那須野、塩原は別予算になっているのでど

うしますか。どこの前提、黒磯地区でいいですか。 

○鈴木委員 黒磯地区のことなので、黒磯地区のこ

としか聞けないのであれば、それで結構です。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 黒磯地区全体であれば、146自治

会全てで自主防災組織ができればと思っています。

今、組織済みが71ということでございますので、

おおよそ半分近くまで来ているというようなとこ

ろでございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 多分こういうものはいつ起きるかわか

らないので、本当は一斉のせで全部できるのが理

想だと思うんですけれども、こういうペースを想

定しているようですけれども、逆に言うと、一斉

にやったほうがいいんじゃないかと思うんだけれ

ども、今回は９団体ということですけれども、そ

の辺はどういうふうに判断しているんですか。や

るならどっとやる、予算がないのかという形でこ

ういう計上の仕方なんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 私どもとすれば自主防災組織を組

織してほしいという思いはございますが、あくま

でそれは強制ではございません。やはり地域で自

主的に組織をいただくというようなことが理想と

考えておりますので、もちろんこちらの想定を上

回るほど結成をいただくということであれば、そ

れはありがたいお話でございますが、とりあえず

今のところはそういった考えで、平成30年度予算

は計上させていただいたところでございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 つまりそういうことなんです。必要だ

ったら積極的に市が働きかける、必要じゃないん

であれば、そんなに無理して働きかける必要はな

いと思うんですけれども、これだと予算はとって

あって、どうですかとやったら永遠にこの予算を

計上していくのかということなので、必要である

なら積極的に働きかけてやっていかなきゃいけな

い事業だと思います。 

  だけれども、この考え方だと、自主的なものだ

からこれだけ予算があると来るかなと過去の事例

から見ているという考え方なので、これが必要だ

と思うのか思わないかというところでこの予算の

計上の考え方は出ているんじゃないかと思うんで

す。実は自治会で立ち上げたんですけれども、こ

こは市としては積極的に働きかけようとしていて、

こういう予算なのかというところをもう一度お伺

いしたいと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 私どもといたしましても、予算だ

けつけて、あとは寝て待っているということでは

ございません。毎年、昨年までは全ての自治会を

対象に自主防災組織の説明会を開催をさせていた

だきまして、まだ未結成の自治会さんにつきまし

ては、その席上で積極的に働きかけを行っている

ということでございます。 

  また、30年度につきましては、逆にその未結成

に自治会に絞った説明会を開催予定でございます。

ですので、私どもとしても、こういった自主防災

組織の必要性であるとか、利点であるとかという

ことを地域に向けて発信をさせていただいて、そ

の中から地域で自主的に組織をいただければとい

うところでございます。ただ、あくまでも重ねて

同じことになってしまいますが、地域の実情がい

ろいろ違います。地域のお考えもあるのは確かな

ものですから、私どもとしては、強制はできない

というようなスタンスはございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 
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○鈴木委員 そこで、自治会というのは地域によっ

て組織の戸数が全然違うとそういうところで、あ

とそこにいる人たちもいろんな人たちがいて、こ

の組織つくりたいと言えば動ける人がそろってい

るところがあれば、俺はそれちょっとできないよ

というところに予算だけとっていて、つくらない

といってもなかなかできないというのがあるのも

現実だと思うんです。それがその自主的な地域の

実情だと思うんですけれども、そういうところを

もし必要であるのであれば、やっぱり市も自治会

単位も１つじゃなくて、もっと広域的にくっつけ

てやるとか、そういう取り組みは考えての予算立

てですか、そうしますと。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 現に１自治会１自主防災組織とい

うことではなくて、複数の自治会が１つの自主防

災組織をつくっているという例もございます。私

どもとすれば、鈴木委員おっしゃるとおり地域の

実情にあわせて、この地域幾つかの自治会がまと

まって自主防災組織をつくろうという動きがあっ

ても、私どもとしては大歓迎でございます。 

  ですので、いろいろな地域の形がありますので、

その地域の形に合った自主防災組織ができればい

いのではというのが私の考える理想でございます。

ですので、そういったものを妨げるようなもので

はないということは、言わせていただければと思

います。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 よくわかっているつもりですけれども、

複数のところが一緒になってやりますと言ってく

れれば大歓迎ですというのは、やっぱり寝て待つ

ような印象を私は持つんです。もし必要なら、そ

こだけでできないのであればどうですかという働

きかけも前向きにやられたらいいのではないかな

と、これに関しては別に返答要らないですけれど

も。 

  そのときに１団体に対して結成金が何万と決ま

っていますよね。そうすると、よく言われるけれ

ども、1,000人規模のところも、何十人規模のと

ころも予算が同じというところの不都合みたいな

のは多分検討されているんでしょうけれども、今

それに対してはどんなふうに考えていますか、同

じなんですか、全く。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 今お尋ねなのが結成のときの人口

規模で金額が変わるかというお尋ねであれば、そ

れは変わりません。ただ、自主防災組織を結成後

の運営の補助金につきましては人口を加味した補

助金ということで、そこは人口に応じて差をつけ

ています。 

○鈴木委員 結構です。ありがとうございます。 

○齊藤委員長 そのほか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 それでは、消防費のほう123ペー

ジ、消防団活動1001事業の負担金の中で新規、今

回、消防大学校入校ということで消防団長科があ

ります。これは消防団長もしくは副団長なんかが

入団をして勉強するというそのあらあらなことは

多少はわかるんですが、もう少し詳しく説明して

いただいて、今回、これを新規として予算計上し

た理由もお聞かせください。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 お待たせして申しわけございませ

ん。 

  東京の消防協会が主催している消防大学校に入

校して、３日ないし４日程度の研修を受講してい

ただくというような内容だったかと。その中に座

学もあれば、要は指揮命令をする実技といいます

か、そういった訓練も含まれていたかと思います。 

  また、毎年こちらから手を挙げてというよりは、
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県内でちょっと調整がありまして、ことしはとか、

来年はどこそこの団長さんというような順送りで

こちらは入校しているというような状況だと聞い

ております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 単純に考えたんですが、やはり昨

年、那須塩原消防団が結成をして大所帯になった

ということですので、そういった背景があって、

今回新たにこういった大学校に入校して、研修を

受けていただくということを加味した予算枠だっ

たのかなと思うんですが、今の説明からいくと県

のほうから那須塩原市に割り振りがあったので、

これ１名分だと思うんですけれども、予算化した

ということでよろしいんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 吉成委員お見込みのとおりでござ

います。たまたまその統合とタイミングが合った

というところかとは思うんですけれども、来年の

２月ごろ、東京のほうに行って研修を受けてくる

というような運びになっております。 

○吉成副委員長 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  君島委員。 

○君島委員 ９款の中なんですけれども、消防団関

係につきまして、消防団そのものが那須塩原市消

防団と一つになっているのに、予算上はなぜ本庁

の総務課、西那須野支所、塩原支所という分けた

形での計上の仕方をとっているのかちょっと教え

ていただければと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 消防団としては確かに統合しまし

たけれども、支団制ということで黒磯支団、西那

須野支団、塩原支団というようなことで支団がま

ず残っておりまして、それぞれの支団の事務を本

庁、西那須野支所、塩原支所でとっているという

ようなこともございまして、とりあえず予算のほ

うの計上につきましては、これまでどおりという

ような状況でございます。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 考え方が先ほど言ったとおりなんです

けれども、そうすると支団があるから３つでやっ

ていくということなんですけれども、将来的には

消防団が１本になっていれば、予算上も１本とい

う考え方を持っていくという考え方があるのかど

うか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 消防団そのものの組織が支団制を

やめて分団制というような形になっていけば、そ

れは予算もあえて分けておく必要性がなくなると

いうようなところもあろうかと思いますので、そ

れは実際の消防団の組織の形態とあわせて考えて

いきたいと思います。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 今度は全く違うところで、125ページ

の消防自動車整備事業、これ小型可搬ポンプ積載

車というから小型ポンプの部分だけになるかと思

うんですけれども、これ２台というのはどこの部

とどこの部ですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 こちらは黒磯支団の第１分団第６

部下厚崎地区に１台、第２分団第４部野間地区に

１台の計２台でございます。 

○君島委員 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 では、ないようですので、討議すべ

き点はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 
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〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  総務課所管の審査事項は以上となります。 

○齊藤委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますか。 

  小島委員。 

○小島委員 （火災の発生件数について） 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 なければ、執行部のほうからは何か

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で総務課の

審査を終了いたします。 

  お疲れさまでした。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１１時０４分 

 

再開 午前１１時１４分 

 

○齊藤委員長 では、休憩前に引き続き委員会を再

開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎財政課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから財政課の審査に入りま

す。 

  財政課の皆さん、お疲れさまです。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  課長。 

○田野財政課長 （議案第９号について説明） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので質疑を許し

ます。 

君島委員 

○君島委員 ２６、２７ページの起債の部分で、消

防債と緊急防災・減災事業債と２つに分けてある

理由は何ですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田野財政課長 消防債につきましては、平成２３

年の東日本大震災前からずっとあるものでござい

まして、こちらにつきましては、通常のコミュニ

ティ消防センター、それから防火水槽、それから
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消防ポンプ自動車等の整備に係る経費として上げ

てきたものでございますけれども、この緊急防

災・減災事業債につきましては、特に東日本大震

災後にそれぞれの地域において緊急に整備する必

要があるもの、プラス耐震という部分の必要な市

民の安全を守るための施設の整備という部分で設

けられたということになってございます。 

  実際に消防債それから緊急防災・減災事業債と

いうことで充当率と言われるものにつきましては、

両方100％の充当率でございまして、交付税の算

入される算入率につきましても、措置につきまし

ても同じ70％ということでなってございます。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 もう一つなんですけれども、この緊急

防災・減災事業債の中でやはり同じく防火水槽整

備事業というのが３カ所、支所単位、本庁という

ことでやっているんですけれども、これの起債を

充てている率が本庁の部分についてのほうは10

0％の充当率じゃないんですけれども、これは何

か理由があるんですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田野財政課長 今回の充当率100％という中でそ

れぞれの本庁、それから支所との起債額の違いに

つきましては、対象経費というところでの部分で

差額と言われる部分について起債の対象外という

経費として扱いまして、算出しているというとこ

ろで違いが発生しているというものでございます。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 歳出で１点だけお伺いしたいんですが、

36ページの土地開発基金積立金の部分があったか

と思うんですが、これで現金と土地とで持ってい

るということだったんですけれども、土地の部分

の買い戻しが終わらないというのは何の事業のや

つですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田野財政課長 先ほど申し上げました土地の金額

１億8,994万6,000円になりますが、産業団地の用

地ということで現在取得をしてございまして、こ

の後、事業実施という中で17万9,028.12㎡という

ところを産業団地の特別会計基金から買い戻すと

いう形で取得をする、名義としては市の名義にな

ってございますけれども、保有という部分で見て

いくと基金で現在土地として所有しているという

んですかね、この後、買い戻しが特別会計で出て

きたんです。 

○君島委員 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 35ページ、財政管理費で市単独補助金

審査会を今から発足されるということで、この市

の単独補助金の開催、謝礼もあるんですけれども、

現在の補助金の評価なのか、今後の補助金をする

ときの評価みたいな、やるかどうかみたいな、ど

ういう視点でこれを市単独補助金の委員会という

のは持っていくのか、あとどの時期ぐらい持つの

か、その点をお伺いしたいと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○田野財政課長 今回、市単独補助金の見直しにつ

きましては、平成29年度から内部的にはスタート

してございまして、30年から３年間ということで

都合４年間で見直しに当たっていきたいというも

のになってございます。 

  29年度中につきましては、庁内の関係各課に事

業の実態調査をさせていただき、事前評価をして

もらってございます。つまり、今までのものにつ

いて評価をしていただいているものになります。 

  この後、30年度からにつきましてはこの審査会

の委員５名の皆様にお願いをして審査をしていた

だくことになりますが、見直しのポイントとして

市として捉えておりますのは個別の補助金そのも
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のの目的の妥当性とか公益性とか、また本当に有

効なのかという有効性、効率性という部分につき

ましてもやはり１本ずつ検討していくということ

になりますので、そういったものを公平性なんか

も含めてですが、まずここについて調査をした中

で捉えて、またそれが審査委員の皆様の審査項目

として提示をさせていただき、このあり方という

ものについてどうなのかというところをやはりご

意見頂戴していきたいというふうに考えていると

ころでございます。 

  その中で、内部的な部分につきましてはやはり

補助金の交付の部分についてガイドライン的なも

のを担当課まちまちでは困りますので、ガイドラ

インというものにつきましてもつくらせていただ

き、それをもとにそれぞれが持っている補助金の

交付要綱等についても改めて見直しをしていただ

くということで、お願いをしていきたいというふ

うに考えているものでございます。 

  スケジュールの部分につきましては、29年度中

につきましては内部的な調査をさせていただき、

30年度スタートという中で、この後、審査会を設

けるという中で委員の皆様をお願いしていきたい

というふうに考えてございますが、具体的なとこ

ろで第２四半期ぐらいからそれぞれの審査を審査

会の開催という意味で進めていければというふう

に考えているところでございます。 

  また、市の単独補助金28年、29年という中で

230件近くございますので、それにつきまして１

年間で審査をお願いできるものではないというふ

うに考えてございますので、31年、32年という３

カ年の中でそれぞれ本数的なものを分けて審査を

させていただき、審査終了したものにつきまして

は次の年度の予算等にできるだけ反映ができれば

というふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

○齊藤委員長 小島委員。 

○小島委員 そうすると現状の補助金という考え方

だと思うんですけれども、どちらかといえば、こ

れから新たな市の単独補助金をつくるというとき

の評価みたいなものはどういうふうに考えている

のか、ちょっとお伺いできればと思います。 

○齊藤委員長 課長。 

○田野財政課長 ただいまご質問いただきました新

たな補助金という部分、具体的には実際29年度、

内部的な調査を始めているというところで、29年

度に新たなものをつくりたいということで交付要

綱を庁内で検討し、つくり上げる中で30年度に予

算要求というものもございます。新たなものにつ

きましては、先ほど申し上げましたガイドライン

という部分につきまして、つくり上げとなるまで

それをもとに新たな補助金というものを見ていく

ということでお願いをしていきたいというふうに

なってくるというふうに考えてございます。 

○小島委員 わかりました。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結
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し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

○齊藤委員長 財政課所管の審査事項は以上となり

ます。 

○齊藤委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 執行部からは何かございますか。 

  課長。 

○田野財政課長 （追加の補正予算について） 

○齊藤委員長 以上で財政課の審査を終了いたしま

す。 

  お疲れさまでした。 

  ここで、昼食のため休憩といたします。 

  午後１時より開会いたします。 

 

休憩 午後 零時２１分 

 

再開 午後 零時５９分 

 

○齊藤委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎課税課・収税課の審査 

○齊藤委員長 これまでは１つの所管ごとに審査を

してまいりましたが、課税課と収税課につきまし

ては、当初予算案件をする上で関連がありますの

で、２課同時に審査することにいたします。 

  ただいまから課税課及び収税課の審査に入りま

す。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  まず、課税課からお願いいたします。 

  課長。 

○菊池課税課長 （議案第９号について説明） 

○齊藤委員長 続きまして、収税課の説明をお願い

いたします。 

  収税課長。 

○平石収税課長 （議案題９号について説明）   

○齊藤委員長 ただいま説明がありましたので、そ

れでは質疑を許したいと思います。 

〔「委員長」と言う人あり〕 

○菊池課税課長 （議案第９号について説明） 

○齊藤委員長 それでは、説明が終わりましたので、

質疑を許します。 

  田村委員。 

○田村委員 １ページの固定資産税のところですけ

れども、３年に一度の評価替えの年だからその評

価減があるので、２億6,000万ぐらい減収になり

ますという話だったと思うんですけれども、それ

以外の要因というのはないんですか。その分だけ

がこのマイナス2.8％の要因なのかどうかをお聞
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きしたいんですが。 

○齊藤委員長 課税課長。 

○菊池課税課長 そのほかの要因ということでよろ

しいでしょうか。例えば土地につきましてはやは

り土地の評価額が下落しておりますので、１％ほ

ど減収を見込んでございます。そのほか償却資産

につきましては、どうしても１年ごとに減価償却

をしてまいりますので、一定の新規の資産を常に

新たに設備投資をしていかないとなかなか現状に

追いついていかないということがありますので、

そちらで約２％に減収を見込んでいるところでご

ざいます。 

○齊藤委員長 田村委員。 

○田村委員 今おっしゃたようなことを全部加味し

てマイナス2.8という理解でいいですか。 

○齊藤委員長 課税課長。 

○菊池課税課長 おっしゃるとおり、それらを全て

加味しての減収2.8％でございます。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 市全体の評価額が高いのは宅地で、あ

と農地は安いと思うんですけれども、宅地はまず

雑種になるかと思うんですけれども、宅地の面積

の増減というのはどういう状態ですか。 

○齊藤委員長 課税課長。 

○菊池課税課長 係長に答弁をかわりたいと思いま

す。 

○齊藤委員長 係長。 

○平田資産税土地係長 今年度予算ベースで試算し

たところなんですけれども、まず、例えば山林か

ら宅地に変わった課税標準額というところで資料

を持っていなくて申しわけないんですが、約

5,894万2,000円ということで山林から宅地に変わ

っていると、田んぼから宅地に変わっている課税

標準額でいきますと2,424万5,000円、それから畑

から宅地へいきますと666万9,000円、それから雑

種地から宅地にということでこれに関しては若干

減ってはいるんですけれども、559万1,000円とい

うことで、山林、田んぼ、畑から宅地に変わって

いる、こちら課税標準額の金額になってしまうん

ですが、これの1.4％が税額として宅地にふえて

いるというふうな見方になります。 

  面積的なところはすみません、ちょっと今手持

ちでないものですから。 

○鈴木委員 聞いたのは面積なんですけれども。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 答えはちょっと出ないんでしょうけれ

ども、全体的には固定資産税が減った、土地でい

うと。だけれども、評価が下がったから減ったと

いうことなんでしょうけれども、でも宅地の部分

はふえているんじゃないのかというあたりと、そ

れから建物をどかすと雑種に変わるんじゃないか

なという、今の那須塩原市の中の土地の面積の割

合がどのように動いているのかなと。 

  農地から宅地になっているとか、宅地が農地に

行くことは余りないと思うんですけれども、その

辺がどんなふうに動いているのかというのをちょ

っと聞きたかった。評価が去年とことし一定なら

ばそれぞれ増減が出てきますよね、本当は。もし

それがわかればそういったことを面積の変化、同

じ那須塩原市の中の土地なんですけれども、どう

いうふうに変わっているのかをちょっともし後で

わかれば。 

○齊藤委員長 後にすみませんけれども、よろしく

お願いいたします。 

  そのほかございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 個人市民税の滞納率はどちらかという

と上がったということですけれども、固定資産税

のほうは滞納率が下がったということで、税によ
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って大分減ったりふえたりということ、すごく違

っているなと思って聞いたんですけれども、その

要因みたいなことで考えられることがありました

ら収税課長のほうからわかりましたら、教えてい

ただけますか。 

○齊藤委員長 収税課長。 

○平石収税課長 滞納繰越分の本年度収入予定額に

つきましては、計算の根底としましては調定額掛

けるところの収納率、それで税金のほうが出てく

る形になるんですけれども、その調定額のほうに

つきましても29年度の現年度分の未収金、そちら

と今まで28年度以前の滞納になっていたもの、そ

れで収納できなかったもの、あるいは不納欠損と

いうことで減ったもの、そういったものを加味し

てという形になるものですから、一概にこれとい

うことははっきりとは出ないということになりま

す。 

○小島委員 わかりました、大丈夫です。 

○齊藤委員長 田村委員。 

○田村委員 18ページのところで、たしか最初の徴

税費委託金のところの話だったと思うんですけれ

ども、増額の要因が納税義務者がふえましたとい

うのをおっしゃったかと思うんですけれども、納

税義務者がふえた要因というか、それとあとどれ

ぐらいふえたのかわかれば教えてもらいたいです。 

○齊藤委員長 課税課長。 

○菊池課税課長 去年の予算要求額と比較してとい

う形になりますけれども、そのときと比べますと

2,190人ほどの増を見込んでございます。 

○齊藤委員長 田村委員。 

○田村委員 その要因を、どうしてそんなふえたの

かなと思って、それが聞きたかったんです。 

○齊藤委員長 課税課長。 

○菊池課税課長 なかなか難しいかとは思うんです

けれども、所得割の出る方がふえているというこ

とになるんですけれども、果たしてそれが例えば

景気の動向がよくなったから一概にふえたかとい

うと、なかなかそれを分析するのは難しい状況か

と思うんです。 

  市内の所得割の課税されている人の平均の額を

市内の数字で推移を見てみますと、ほとんど28、

29年度と変わりはないんです。ただ、29年度の納

税義務者は著しく伸びています。何で所得自体が

上がったということが言えるかどうかわからない

んですけれども、少なくても就労している人がふ

えたということだけは言えるのかなと思います。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 では、ないようですので、討議すべ

き点はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 こちらもないようですので、質疑を

終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１０号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 続きまして、議案第10号 平成30年

度那須塩原市国民健康保険特別会計予算を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  まず、課税課長からお願いいたします。 

  課税課長。 

○菊池課税課長 （議案第10号について説明） 

○齊藤委員長 続きまして、収税課長お願いします。 

  収税課長。 

○平石収税課長 （議案第10号について説明） 

○齊藤委員長 それでは、説明が終わりましたので、

質疑を許します。 

  小島委員。 

○小島委員 滞納者の数と、それとことし額が減っ

たということなので、どの程度、滞納者数が減っ

たのかはおわかりですか。説明いただきたいと思

います。 

○齊藤委員長 暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 １時４１分 

 

再開 午後 １時４２分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

○齊藤委員長 そのほか質疑はございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 168ページの１款の中の２項１目保険

税徴収費の中でちょっとよくわからなかったんで

すけれども、ペイジーをやめたとかというような

話はしましたか。 

○齊藤委員長 収税課長。 

○平石収税課長 一般会計と同様で、29年度が初年

度となるペイジークレジット収納が29年度から始

まりましたので、その周知のチラシを29年度につ

くったんですけれども、その分がなくなったとい

うことの意味合いでございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 自分はペイジーで納めたことないんで

すけれども、ペイジー自体は存続しているという

ことで、そのペイジーの利用者というのは結構あ

るんでしょうか。 

○齊藤委員長 収税課長。 

○平石収税課長 ペイジー収納の中でＡＴＭの利用、

こちらが今年度の４月から２月までになりますけ

れども、こちらで338件です。パソコンからの納

付につきましては71件でございます。 

○鈴木委員 ありがとうございます。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 この４月１日から国保税の税率と

いうか、国保税自体の運用自体が変わるというこ

とで、今回、国保税の一部改正の中にも出てきて

いるわけですけれども、その中でこれまでの資産

割の部分がなくなると、これまでは応益応能でや

っていた中の一つが減るということで、全協資料

の中でもその部分が当然収入として減るわけです

からそれらに対して今回、算定方法の中でも、そ

れから賦課限度額も当然上がってきているわけで

すよね。そうすると、実際にこの資産割が賦課さ

れる家庭というのはどのぐらいあって、そこの部

分が今回なくなるのかというのがおわかりでした

らお願いします。 

○齊藤委員長 課税課長。 



－64－ 

○菊池課税課長 固定資産の所得割を、資産を有し

ている人といいますと１万728名です。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 この分が減収となる１億1,000万

という計算になるわけですか。 

○齊藤委員長 課税課長。 

○菊池課税課長 いえ、それは別でございます。 

  今回の予算額の計上でございますが、所管の国

保年金課から現状の税率で計上してくれという要

請がありましたので、現状の数値で試算してござ

います。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 そうすると、ちょっと話が違うか

もしれませんが、これが影響するのは平成31年度

以降ということになるわけですか。 

○齊藤委員長 課税課長。 

○菊池課税課長 予算上は30年度からというような

形でございます。 

  ちなみに、今のご審議いただいている改正案で

試算をいたしますと、ほぼ同額の税収が見込まれ

るというような形でございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 ちょっとずれたまた質疑で申しわ

けないんですが、ということは当然、賦課限度額

が上がるというそこの部分で埋め合わせになるの

で、ほぼ変わらないでしょうということの理解で

いいわけですね。わかりました。 

○齊藤委員長 髙久委員。 

○髙久委員 支払限度額で調整するみたいな話だっ

たんですが、所得割とそちらの上げ下げがありま

すよね。所得割、均等割が上げ下げがあってほぼ

でこぼこはあるけれども、前年度並みになるとい

うような私、答弁もらったような気がするんです

が、議会で。 

○齊藤委員長 課税課長。 

○菊池課税課長 資産割がなくなった分、ほかの所

得割、平等割、均等割で調整して現状を確保する

というような意味合いだと思います。不足の部分

については、基金を取り崩すというような考えだ

と理解しております。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 では、討議すべき点はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

〔「委員長」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 収税課長。 

○平石収税課長 先ほどの国保税の滞納者というお

話だったんですが、こちらは28年度の数字だけこ

ちらでつかんでおりまして、28年度末で28年度分

の滞納者が3,127人、滞納繰越分につきまして

2,804人でございます。 

  以上でございます。 

○齊藤委員長 それでは、討議すべき点がないとい

うことなので、質疑を終了したいと思いますが、

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第10号 平成30年度那須塩原市国民健康保

険特別会計予算は、原案のとおり可決すべきもの

とすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 
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  よって、議案第10号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１１号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 続きまして、議案第11号 平成30年

度那須塩原市後期高齢者医療特別会計予算を議題

といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  課税課長。 

○菊池課税課長 （議案第11号について説明） 

○齊藤委員長 ありがとうございます。 

  続きまして、収税課の説明をお願いいたします。 

  収税課長。 

○平石収税課長 （議案第11号について説明） 

○齊藤委員長 説明がございました。 

  質疑を許します。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第11号 平成30年度那須塩原市後期高齢者

医療特別会計予算は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第11号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１２号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 続きまして、議案第12号 平成30年

度那須塩原市介護保険特別会計予算を議題といた

します。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  課税課長。 

○菊池課税課長 （議案第12号について説明） 

○齊藤委員長 続きまして、収税課の説明をお願い

いたします。 

  収税課長。 

○平石収税課長 （議案第12号について説明） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  髙久委員。 

○髙久委員 先ほどの説明で、加入者１人当たり

3,000円の値上げというような発言がありました。

金額は3,000円で間違いない、3,600円かなと思っ

たんですが。 

○齊藤委員長 課税課長。 

○菊池課税課長 基準額が3,000円プラスになった

という意味合いでございます。申しわけございま

せん、説明が足りなくて。 

○齊藤委員長 髙久委員。 

○髙久委員 今でも滞納者かなりいるんですが、こ

れ上げることによって、滞納者がどのぐらいふえ
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るかというようなそういう見込みというのはした

んでしょうか。 

○齊藤委員長 収税課長。 

○平石収税課長 保険料の値上げに関しての金額の

ほうには特別に乗せてございません。現年度分に

なるかと思うんですけれども、30年度。 

○齊藤委員長 髙久委員。 

○髙久委員 これ値上げされますよね、月300円ほ

ど。それで3,600円かなと思ったんですが、それ

は幾らで3,000円ふえると基本的なところ。今ま

でも滞納者が結構いて、長期の滞納者というのは

毎年、十何人かが繰り返し滞納するという、ふえ

たり減ったりというので、ある程度３割負担され

ているというような人がいると思うんですが、そ

ういう人数の増減というのはどんなふうに見てい

るんだか。こっちは課税だけで違うのか、わかり

ました。 

○齊藤委員長 そのほかに質疑ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 それでは、討議すべき点はございま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第12号 平成30年度那須塩原市介護保険特

別会計予算は、原案のとおり可決すべきものとす

ることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第12号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  課税課及び収税課所管の審査事項は以上となり

ます。 

○齊藤委員長 その他として委員の皆様から何かご

ざいますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 執行部のほうからは何かございます

か。 

〔「特にございません」「ありません」と

言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で課税課及

び収税課の審査を終了いたします。 

  お疲れさまでした。 

  なお、菊池課長並びに平石課長におかれまして

は、長年のご公務お疲れさまでございました。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午後 ２時１１分 

 

再開 午後 ２時２１分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎契約検査課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから契約検査課の審査に入

ります。 
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  契約検査課の皆さん、お疲れさまです。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いいたし

ます。 

  課長。 

○増子契約検査課長 （議案第９号について説明） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 ざっくばらんに質疑させていただきま

すけれども、37ページの栃木県土木積算システム

155万4,000円なんですけれども、これは向こうか

ら負担金として言われていると思うんですが、こ

ういったものは市民からすると、少しでも安くし

てもらいたいと思うんですけれども、そういうよ

うな要望とか、対応というのはできるんでしょう

か。どんな形で、言われたままここに計上してい

るだけなんでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○増子契約検査課長 今の質問についてですが、基

本的には提示された金額という形になっておりま

す。これについては、那須塩原市の契約がこの金

額というよりも、栃木県自治体全部が同額という

形になっておりますので、現在ではその提示され

た金額で対応しているところでございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 そのとおりだと、想像して思っていた

んですけれども、こういったものにもう少し単価

を減額してもらうような精査してもらうとか、そ

ういったものは市からの要望というものはできる

んでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○増子契約検査課長 直接そういった場が設けられ

ているわけではないんですが、当然のことながら

年に数度か、それが主たる会議ではないんですが、

その打ち合わせ等々はありますので、そういった

場で今まで述べたことはないんですが、もし行う

んであるならば、そういった場を生かして、また

こういったことというのは、那須塩原市独自で動

くよりは、例えば近隣と手を携えてというやり方

もあるかと思いますので、その辺はちょっと今後

検討できる余地があるならばやっていきたいとい

うふうに思っております。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 なかなか難しいと思うんですけれども、

多分そういう意識は持ってやっていると思います

ので、よろしくお願いします。 

  続きまして、ちょっとさかのぼるんですけれど

も、今度36ページの中の101事業の中で同じよう

にシステム機器とか、それから電子入札コアシス

テム等の使用料とかありますよね。こういったも

のは、これは県がやっているわけではないので、

ある程度ほかの業者さんとの競争の中で契約が５

年間ですかの中で、これが最適ということを判断

されたということだと思うんですけれども、今さ

らなんですけれども、どんな形でここに決めたか

というのは、ご説明をここでいただくことはでき

ますか。 

○齊藤委員長 課長。これについては、最近のやり

方という言い方は変なんですが、価格競争という

やり方もあるんですが、価格のみではやはりなか

なかうかがい知れないところがあるということで、
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公募型のプロポーザルという形で行いました。２

件、業者あって、応募がありまして、その結果と

しては金額を安いほうを選んだわけですが、これ

は金額のみならず、そういったもろもろの対応等

も含めた形で総合的な判断をした結果となってお

ります。 

○鈴木委員 了解です。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 では、今、鈴木委員のほうからも

ありましたけれども、入札、それから契約費の中

で、今年度その中の委託料でありますけれども、

契約管理、工事成績評価システムが新たに導入に

なっているわけですけれども、これを導入したこ

とによって、ことし平成29年に関していうと、ど

ういった利点が生まれたんでしょうか。 

  それと、委託料自体が新年度は、これは幾らに

なっているんでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○増子契約検査課長 これについては、厳密にいい

ますと、ことし３月、今月ですね。今月から切り

かえたところで、この事業自体は継続使用でござ

います。相手方がかわったというようなところで

ございまして、仕事自体は我々の仕事の仕方とす

ると、ずっと継続したやり方を保っているところ

でございます。 

  これ当然、こういったシステムというのは、使

い始めて勝手のいいところ悪いところ等々がいろ

いろ出てきますので、それらを糧としまして、次

のシステムに生かしたものとなっていますので、

より利便性が向上して、より効率的な仕事に寄与

するものというような判断をしているところでご

ざいます。 

  なお、これについては長期継続契約になります

が、30年度予算を１年間としますと、総合、トー

タルで43万1,568円を計上しております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 同じく賃借料がこのシステムに関

して130万から予算計上されているわけですけれ

ども、平成29年度に関していうと、今の説明から

察するところ、36万程度の賃借料だったわけです

ね。ということは、実際に契約された、使用され

たのはこの３月からということですので、そこが

年間を通すと賃借料としては、130万何がしにな

るという理解でいいわけですね。 

○齊藤委員長 課長。 

○増子契約検査課長 おっしゃるとおりです。 

  訂正させていただきます。 

  あくまで、29年度で36万7,554円と来年度、30

年度予算の136万800円は、相手方がちょっと違う

相手でございますので、36万7,554円を単純に12

カ月加えたものではございません。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 であれば、そうすると旧システム

に関しては、そのシステムを撤去するんで、費用

もかかっていたわけですね。ぎりぎりまで使って

いたということの理解でいいわけですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○増子契約検査課長 おっしゃるとおりでございま

す。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 それが、この２月まで使っていた

ということですか。 

○齊藤委員長 課長。 

○増子契約検査課長 それについてはおっしゃると

おりでございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 あと、平成29年度の執行計画書の

中では、使用料の中に契約管理工事成績評価シス

テムというのが232万1,000円ほど予算計上されて

いたわけです。でも今回に関していうと、そこの
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部分は委託料のほうに上がっているわけですね。

ここはどういうふうな違いでこうなっているんで

しょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○増子契約検査課長 これは財政課との協議の中の

指示事項として、使用料から賃借料にという形で

変更した経緯がこの結果となっております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 それを我々はどういうふうに理解

すればいいんでしょうか。というのは、財政課は

ここにいないんで、説明するのは、課長は知らな

いかもしれないんですけれども、変えた理由は。 

○齊藤委員長 課長。 

○増子契約検査課長 来年度予算、きっと賃借料の

136万800円については、あくまでもリース物件で

あることというところがありますので、使用料よ

りは賃借料のほうが該当するものであるというよ

うなところで、指示を受けたものですから、そう

いったふうな形に合わせて、いわゆる計上すべき

ところを変えたというところでございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 ということは、これは予算を組む

ときの財政課から出ている、当然今回の予算につ

いてはこれこれを留意して云々というものが流れ

てくると思うんですが、そこに合ったものに沿っ

て予算の部分でいうと委託がこういうふうになっ

たということでいいわけですね。 

○齊藤委員長 課長。 

○増子契約検査課長 おっしゃるとおりでございま

して、我々の一番最初である予算要求時は、昨年

と同じ使用料のほうで計上したんですが、そこの

査定等々において、やはり組み替えが必要だとい

うところで、それに合わせた形というふうになっ

ております。 

○吉成副委員長 了解です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 なければ、討議すべき点はございま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決に入ります。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  契約検査課所管の審査事項は以上となります。 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 執行部のほうから何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で契約検査

課の審査を終了いたします。 

  これで総務部本定例会における審査は終了とな

りますが、総務部全体として何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 
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○齊藤委員長 以上で総務部の審査を終了といたし

ます。 

  お疲れさまでした。 

  なお、伴内部長におかれましてはインフルエン

ザに注意をしていただいて、16日、万全な体調で

臨んでいただけるようにお願い申し上げまして、

執行部入れかえといたします。よろしくお願いい

たします。 

 

休憩 午後 ２時３７分 

 

再開 午後 ２時４１分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎選管・監査・固定資産評価・公

平委員会事務局の審査 

○齊藤委員長 選管・監査・固定資産評価・公平委

員会事務局の皆様お疲れさまです。 

  初めに、事務局長からご挨拶をいただきます。 

  局長。 

○佐藤選管・監査事務局長（挨拶） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  それでは、ただいまから審査に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第２６号の上程、説明、質

疑、討論、採決 

○齊藤委員長 議案第26号 那須塩原市税条例の一

部改正についてを議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いします。 

  局長。 

○佐藤選管・監査事務局長 （議案第26号について

説明） 

○齊藤委員長 ただいま説明が終わりましたので、

質疑を許します。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 ふなれなんで、かみ砕いて説明してほ

しいんですけれども、合議体という言葉があった

んで、今までは３人１組で全てを受けていたもの

を２組に分けて対応するというふうになるという

考え方でよろしいでしょうか。 

○齊藤委員長 局長。 

○佐藤選管・監査事務局長 １つの案件が出ますと、

それを最後まで、審査決定までを１つの合議体で

やるということですが、複数案件出ますと、１つ

の合議体ですから、１つ１つを重ねて審議しなけ

ればならないということになります。地方税法の

中には、審査決定まで30日を基準として、30日で

終わらせなさいという規定もございますので、そ

れにつきましては複数の件数が出てもスムーズに

なるべく30日に近づけるという言い方になるかも

しれませんが、ということで複数案件でもスムー

ズに対応できるように行うという目的でございま

した。鈴木委員のおっしゃるとおりということで

ございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 前回、３年ごとの見直しということで

すかね。そうすると前回は何件ほどそういう申し

立てがございましたか。 

○齊藤委員長 局長。 

○佐藤選管・監査事務局長 ３年ごとということで、

前回の評価替えが平成27年にございました。これ

につきましては不服申し立てがゼロ件でございま

す。その前の３年が平成24年になりますが、その

ときに８件ございまして、そのうちの１件が昨年
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11月に判決をいただいた案件ということになりま

す。ですから、足かけ４年ないし５年かかってい

るということですが、実際に固定資産評価審査委

員会の査定の期間につきましては、２年から３年

ということで、８件同時に審査を進行していたと

いうことで、相当な時間をその段階で審査委員会

の段階で期日を要しているということで、それが

２つになることによって、ぐっと縮められるので

はないかということで、あくまでも申し出案件が

出てからの対応ということになりますけれども、

というような考え方で今回定員の増員ということ

で出しておるものでございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 大体理解できました。 

  そうしますと、前回はゼロ件だったということ

で、この実態としては１件のために昨年度は３人

で何か継続して審議するような動き方をしていた

んでしょうか。 

○齊藤委員長 局長。 

○佐藤選管・監査事務局長 実際に申し出が出て、

それを査定するまでの期間、それから査定で棄却

という多分判断をしたんだと思うんですが、それ

を申し出人に返して、申し出人が今度は裁判所に

訴えを起こした。訴えを起こしてからも１年、２

年かかっているということですね。ですから、相

手の訴えに合わせて裁判所からの呼び出しがあり、

証拠が出る、それに応訴する形でいろいろなもの

を用意するということで、そのごとに委員会を開

く、また弁護士先生と相談するということで、時

間を要しているという内容です。 

○鈴木委員 了解です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討議すべき点は

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 こちらもないようですので、質疑を

終了したいと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第26号 那須塩原市税条例の一部改正につ

いては、原案のとおり可決すべきものとすること

に異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第26号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  続きまして、総務企画常任委員会を予算常任委

員会（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から、議案の説明を簡潔にお願いします。 

  局長。 

○佐藤選管・監査事務局長 （議案第９号について

説明） 

○齊藤委員長 ただいま説明が終わりましたので、

質疑を許します。 
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  田村委員。 

○田村委員 18ページの選挙費委託金のところの在

外選挙人名簿登録委託費、実際に在外、要するに

外国で登録されている方というのはどれぐらいい

るのかということと、どこの国かみたいなのがわ

かれば知りたいんですけれども。 

○齊藤委員長 係長。 

○青木選挙係長 まず人数なんですけれども、３月

１日現在で男女合わせて60名登録されています。

主な国ですと、アメリカのロサンゼルスであった

り、大都市ですね。あとは中国ですね。結構多く

いるのはそちらになっていまして、結構各国散ら

ばっていまして、あとは余り有名でない国もいた

りとか、すみません、資料が今手元にありません

ので、お答えできなくて申しわけありませんが。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 151ページの一番下段ですね。固定資

産税評価審査委員会運営費、これで先ほど前年度

は申し立てがゼロだったと。万が一、今回も申し

立てがゼロだとすると、委員報酬というのはどう

いう扱いになるのかだけ教えてください。 

○齊藤委員長 ただの51ページですよね。 

○鈴木委員 そうです。 

○齊藤委員長 局長。 

○佐藤選管・監査事務局長 委員さんにつきまして

は、日額ということで会議等で出ていただいた。

また研修会へも行っていただいたというときの簡

単にいえば日当という報酬の計算であります。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 なら会議が複合したとなって幾つも来

て、そうすると開く回数がふえた場合は、これは

そうするとこの予算もあわせてオーバーすること

もあるということですね、逆に言うと。 

○齊藤委員長 局長。 

○佐藤選管・監査事務局長 今回の予算計上につき

ましては、６人で20回分ということで報酬は計上

しております。ですから、20回を超える回数にな

ることが見込まれる場合には当然ながら補正予算

計上ということでの調整をさせていただく形にな

るかと思います。そんな件数が出ないことを祈っ

ているところでありますが。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 １つだけ、県議会議員の選挙が来年で

しょうけれども、あるというところで投票率を上

げるために今のうちから準備が始まるんだと思い

ますけれども、どんな予定で投票率を上げるのに

運動をするのかお伺いしたいと思います。 

○齊藤委員長 局長。 

○佐藤選管・監査事務局長 通常の啓発、今回のク

リアファイルも若年者から選挙の興味を持っても

らうということで、ここから啓発なんかしている

んですけれども、実際には18歳に近い方、先ほど

言いましたように出前講座とかを行っております。

また、今期日前投票が随分パーセンテージが進ん

でおりますので、商業施設への期日前投票所の設

置等も検討してまいります。街頭につきましては、

なかなか選挙のタイミングじゃないと注目を浴び

ないという部分もありますので、その辺は工夫し

ながらということで行っていきたいと思います。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 55ページの監査委員費で、先ほど

局長のほうから食糧費、わずかでありますけれど

も、１万円ということ、今回は予算計上をなされ

たということなわけですけれども、これの理由と

してはどういうことが考えられたんでしょうか。 

○齊藤委員長 局長。 

○佐藤選管・監査事務局長 年間に30日近く定例監

査、決算審査等々を行っております。定例監査に
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つきましては前期と後期に分けて全ての部課を行

っておりますということで、議会の合間を縫って

いる場合もありますし、そのほかに月例、例月現

金出納検査ということで、会計管理者が管理して

いるそういう部分の監査も行っております。とい

うことで、丸々１日、朝から晩までということで、

これはお弁当代ではなくて、お茶代ということで

今回予算をいただいているということでございま

して、それまでは手銭でということでやってきた

わけですけれども、今回公費でお茶代を負担して

いただけるというものになったものでございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 教えていただきたいんですが、食

事代、お弁当代とお茶代の違いは何なんでしょう

か。 

○齊藤委員長 局長。 

○佐藤選管・監査事務局長 明確に私もご説明でき

ないところがありますけれども、長い時間拘束さ

れるということで、会議のお茶なんかも出してい

ないところもありますけれども、丸々、簡単にい

えば９時から夕方５時までとかという監査業務に

当たるということもありますので、その辺は認め

ていただいた部分ということでございます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 食糧費については以前行政が出し

てどうなのかという裁判まであった時期があった

と思うんですけれども、そういったことがあって

食糧費自体がかなり削られてきたという経緯があ

って、今の説明からするとお茶代というふうな何

かそれこそ監査が監査されると、そういったこと

もあるのかなとは感じました。 

  以上です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 それでは、討議すべき点はございま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  選管・監査・固定資産評価、公平委員会事務局

所管の審査事項は以上となります。 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 １点いいですか。 

  進行かわります。 

○吉成副委員長 委員長。 

○齊藤委員長 （選挙の掲示板について） 

○吉成副委員長 進行かわります。 

○齊藤委員長 すみません。ありがとうございまし

た。 

  そのほかないようですので、執行部のほうの皆

様から何かありますか。 
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  局長。 

○佐藤選管・監査事務局長 （選挙のビラの配布に

ついて） 

○齊藤委員長 そのほか執行部のほうはございます

か。 

〔「以上でございます」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ありがとうございます。９月にまた

出していただきたいと思います。 

  ないようですので、以上で選管・監査・固定資

産評価・公平委員会事務局の審査を終了いたしま

す。 

  お疲れさまでした。 

  ここで執行部退席のため暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 ３時１６分 

 

再開 午後 ３時１８分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

  各委員の皆様から何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 （事務連絡） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○齊藤委員長 以上で本日の委員会を散会いたしま

す。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午後 ３時１９分 
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総務企画常任委員会及び予算常任委員会（第一分科会） 

 

平成３０年３月９日（金曜日）午前１０時００分開会 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 齊 藤 誠 之  副 委 員 長 吉 成 伸 一  

委 員 田 村 正 宏  委 員 小 島 耕 一  

委 員 森 本 彰 伸  委 員 鈴 木 伸 彦  

委 員 髙 久 好 一  委 員 君 島 一 郎  

委 員 玉 野   宏    

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

説明のための出席者 

塩 原 支所長 宇 都 野     淳   総務福祉課長 齋  藤  正  幸   

総務福祉課長 
補佐兼総務係 
長兼税務係長 

井  上  早  人   箒根出張所長 臼  井  孝  行   

産業観光建設 
課 長 

君  島     隆   観光商工係長 増  山  博  久   

会計管理者兼 
会 計 課 長 

松  江  孝 一 郎   
会計課長補佐 
兼歳入係長 

室  井  富 美 子   

歳 出 係 長 渡  邉  真  紀   

 

出席議会事務局職員 

議会事務局長 石  塚  昌  章   議 事 課 長 増  田  健  造   

議事課長補佐 
兼 議 事調査 
係 長 

福  田  博  昭   庶 務 係 長 田  野  恵  子 

書 記 鎌  田  栄  治     

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．委員長挨拶 

  ３．審査事項 
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   〔塩原支所〕 

    ・塩原支所長挨拶 

   〔総務福祉課〕 

    予算常任委員会第一分科会 

    ・議案第 ９号 平成３０年度那須塩原市一般会計予算 

   〔産業観光建設課〕 

    予算常任委員会第一分科会 

    ・議案第 ９号 平成３０年度那須塩原市一般会計予算 

    ・議案第１５号 平成３０年度那須塩原市温泉事業特別会計予算 

   〔会計課〕 

    ・会計管理者挨拶 

    予算常任委員会第一分科会 

    ・議案第 ９号 平成３０年度那須塩原市一般会計予算 

   〔議会事務局〕 

    ・議会事務局長挨拶 

    予算常任委員会第一分科会 

    ・議案第 ９号 平成３０年度那須塩原市一般会計予算 

  ４．その他 

  ５．閉 会 
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開会 午前 ９時５８分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○齊藤委員長 皆さん、おはようございます。 

  散会前に引き続き、総務企画常任委員会を再開

いたします。 

  委員各位におかれましては、慎重なる審査とと

もに、円滑な進行へのご協力をお願い申し上げま

して、挨拶といたします。 

  それでは、次第により本日の審査に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎塩原支所の審査 

○齊藤委員長 まずは、塩原支所から順次審査を進

めてまいります。 

  初めに、支所長からご挨拶をお願いいたします。 

  宇都野支所長。 

○宇都野塩原支所長 （挨拶） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務福祉課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから総務福祉課の審査に入

ります。 

  担当課の皆さん、お疲れさまです。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会第一分科会に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 （議案第９号について説明） 

○齊藤委員長 ただいま説明が終わりましたので、

質疑を許します。 

  森本委員。 

○森本委員 36ページの財産管理費、1003事業なん

ですけれども、すみません、私はちょっと勉強不

足で、緊急修繕（セーフティネット）というのは、

どんな内容か説明していただけますか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 セーフティネットについては

塩原地区というか塩原支所全体、こちらは産業観

光建設課、箒根出張所も含めてなんですけれども、

そのうち年間を通じた緊急的なものに対応する修

繕費として30万円ほど、財政のほうから予算に計

上されているというものでございます。総務福祉

課だけではございませんので、塩原支所全体でと

いう形の予算となっております。 

  以上です。 

○齊藤委員長 森本委員。 

○森本委員 何に使うかというわけではないという

ことですね。緊急用にとっておくものという意味

でよろしいですか。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 そのとおりでございまして、

これに使うということではなくて、支所内でもの

が壊れたとかという際に緊急的に使いなさいとい

うような予算になっております。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 33ページ、１項１目自主防災組織育成
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支援で、今年度は３自治会ということですけれど

も、全体の対象自治会が幾つあって、あと残りが

何自治会あるのか、お答えをお示しいただけます

か。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 塩原支所全体の自治会数は41

ございます。そのうち、現在結成いただいている

のが13でございます。そのうち、先ほど言ってお

りますが、塩釜地区については合同で組織してお

りますので、実質的には12という形になります。 

○鈴木委員 残りは幾つ予定していますか、さっき

言ったんですけれども。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 来年度は３自治会を何とかと

いうことですが、申しわけないところですが、先

ほどから出ていますとおり、自治会自体が疲弊し

ているという現状がありまして…… 

○鈴木委員 話の流れがちょっと違うんですけれど

も、全体が幾つあって、残りが幾つありますかと

いうところを、まず一番にお願いいたします。 

○齋藤総務福祉課長 41ありまして13組んでいます

ので、28自治会です。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 じゃその28あるのは２つ一緒というこ

ともあると思うんですけれども、黒磯のときもそ

うだったんですけれども、10年ぐらいかかりそう

だなと思ったんですけれども、塩原ではその見通

しはどういうふうに立てているんでしょうか。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 もう４年ほどずっと自主防に

関しては、ことあるごとにお願いしてきていると

ころでございます。なかなか結成にはこぎつけて

いないというのが現状でございまして、昨年あた

りも何とか合同でもできないかとか、自主防のほ

かの団体の見学会を開いて参加してくださいとい

うようなものをしておるところです。実質はもっ

と年に５つぐらいずつできればいいなというもの

で考えておるんですけれども、そこまではなかな

か至らないということです。計画的にやりたいと

ころですけれども、実情的にこれをして来年は２

つ、３つという形でやっていくのが、そこまでの

計画ができるのはなかなか難しいという状況でご

ざいます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 大体高齢者がふえたりしてなかなか難

しいのはよくわかりますが、何か西那須はほとん

どできていて、かえって塩原のほうができていな

いんだけれども、防災の面では退団はどちらかと

いうと塩原のほうが多いかもしれないし、お年寄

りも多いので、これは支所ということではなくて、

本庁全体でこういったことは考えていかないとい

けないんだろうと思いますので、これは予算の関

係で了解しました。 

  次に、40ページなんですけれども、本会議のほ

うでも説明いただいたふるさと支援センターモデ

ル事業ですね。これは対象の戸数は２地域だと思

うんですけれども、対象の戸数的には幾つなんで

すか。 

○齊藤委員長 宇都野支所長。 

○宇都野塩原支所長 この事業に関しましては、こ

とし地元からの要望を私のほうでいただきまして、

私と地元の関係ということもありましていろいろ

相談を受けておりましたので、私のほうでお答え

させていただきます。 

  まず、対象地域である金沢宇津野地区、こちら

につきましては、全体の戸数が306世帯、人口に

しては現在813名というような小さな村というん

ですか、小さいな地域です。 

○鈴木委員 もっと何かいろいろとご説明されるの

かなと思ったので、いや、聞いたのはそこまでな
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ので。 

○宇都野塩原支所長 じゃ、あわせまして少し補足

させていただきます。 

  こちらの地域は課長のほうから説明がございま

したように、村の中でいろいろな課題がたくさん

起きています。決定的だったのは、旧金沢小学校

が閉校したときに、やはり学校として地域が固ま

っていたんだねということが再認識されました。 

  一つ大きな機会がございましたのは、昨年の夏

に金沢小学校の周りが草だらけになって、門構え

もぼさぼさになっておりました。それを見た保護

者の方がこんな学校でいいんですかということの

お話をしていたときに、じゃみんなで草刈りをや

りましょうというお話になりました。 

  で、有志だけ草刈りをしてみようということで

集めたところ、たくさんの方が協力してくれまし

た。夏ですからもう一度草が生えてきちゃいまし

たので、再度２回目、今度は多くの地域にお話を

したところ、宇津野金沢のお年寄りから若い人も

含めて、大変多くの方が草刈りの機械とか、除草

の機械とか、そういった機械を持って集まってく

れました。学校がきれいによみがえってきました

ので、やはり地域にはこういった活動が必要だな

ということを私は再認識させられましたし、地域

の人たちも何とかこの小学校をうまく使って活動

の一つの現場にしてみたらどうかねというお話が

ございました。 

  そういった中、県のほうからこういったいろん

な問題を抱える地域のモデル事業をやってみませ

んかというお話がございましたので、地域の方に

相談したところ、ぜひ手を挙げてみましょうとい

うことで手を挙げたところ、幸い採択、選ばれる

ことに至ったわけでございます。 

  これから、そういったいろんな課題をみんなで

話し合って、解決のための方向性を見出していく

ための事業でございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 本当に小学校がなくなるというのは、

地域でだんだん人口が減っていくけれども、日本

中全体を見ても過疎がふえていく中で、那須塩原

市ももしかするとそういうところなのかなと。だ

から、本当に考えていかなきゃいけない地域だと

思うんで、予算がとれて、そういった意味では活

用していただいたらいいかなと思うんですけれど

も、これはちょっと話が違いますが、農業でも多

機能保全とか何かで、似たような田んぼとかを草

刈りしているとは思うんですけれども、あれもず

っと補助が出るわけではない。これも多分単年度

の補助か、すみません、この補助というのはこと

し限りなのか、何年か続くのか、教えていただけ

ますか。 

○齊藤委員長 宇都野支所長。 

○宇都野塩原支所長 この補助につきましては、こ

の事業計画を立てるための補助金でございまして、

具体的には地域ビジョンをつくるソフト事業でご

ざいます。 

  どういった使い方をするかというのを申し上げ

ますと、具体的には専門の地域のアドバイザーの

方に入っていただきまして、その方に地域の課題

を整理していただいて、地域ビジョンをつくると

いう事業費でございます。 

〔「単年度ですか」と言う人あり〕 

○宇都野塩原支所長 そうですね。 

  ２年間で100万円を措置事業で使っていくとい

う事業です。 

○鈴木委員 事業内容はよくわかりました。うまく

活用していただければと思います。 

  これについては以上です。 

  あと最後に、塩原支所の消防、車の台数は何台

なのか、消防車の台数をお聞きしたいんです。保
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守点検とかいろいろ予算をとってあるところ。

125の2003事業で、何台あるかお伺いしたいと思

います。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 塩原支所内の消防自動車の数

でございますけれども、各部で配備している車両

が18台ございます。そのほかに支所に宝くじで寄

贈されたものですけれども、軽の消防車が１台、

あと予備車として分署のほうに１台ございまして、

計20台の消防自動車がございます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 あと、今年度の車検か何かを受ける台

数は何台ですか。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 今年度の車検台数は８台を予

定しています。 

○齊藤委員長 そのほか。 

  吉成副委員長。 

○吉成委員 じゃちょっと確認させていただきたい

んですが、まず33ページ、先ほども質疑がありま

したけれども、自主防災組織の育成支援事業、

9003事業、先ほど課長の説明の中で、自主防災組

織運営事業45万円が計上されていますが、これは

団体として18分という説明だったと記憶している

んですが、そうすると先ほどの説明からすると、

ちょっと団体数が合わない気がしたんですが、そ

この説明をお願いいたします。 

  現在、13の自治会の中に12団体あって、新たに

来年度は３団体見込んでいると。プラスすると、

その３団体がその５つの自治会とかということで

あれば18なのかなという気がしたんですが、そこ

の説明をいただければと思います。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 すみません、先ほど自主防災

結成の数を18と申し上げたと思うんですが、13で

ございます。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 そうじゃなくて、自主防災組織運営事

業に対して45万円の予算が今回計上されていて、

それの対象が18ですという説明をされたんです。

それがじゃ13ということでいいんですか。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 現在は13、それから３つほど

予定しておりますけれども、運営費については２

万円プラス規模が大きいところは、プラスアルフ

ァという形になってございますので、その分を見

越したものとしてご理解いただきたいと思います。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 金額的に45万円というのは今の説明で

わかるんですけれども、ただ繰り返しで恐縮です

が、最初の説明の中では対象は18ですという説明

だったので、それであるとやはり今の説明とはそ

こも合わないですよね。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 申しわけございません。 

○齊藤委員長 暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時４８分 

 

再開 午前１０時５３分 

 

○齊藤委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  吉成副委員長。 

○吉成委員 じゃ続けて、40ページ、先ほどこれも

新規事業ということで、栃木ふるさと支援センタ

ーモデル事業、支所長のほうから説明をいただい

たんですが、その中で将来ビジョンをつくると。

で、アドバイザーに入っていただいて行うと。２

年間で100万円の事業という説明でしたよね。 
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  そうすると、今回のこの事業の事業アドバイザ

ー謝礼というのが、80万円予算計上されているん

ですね。そうなると、これは債務負担行為か何か

があってということですか。これは単年度での

100万円ですよね。２年というのがちょっとよく

わからなかったんです。そこの説明をもう一度お

願いいたします。 

○齊藤委員長 宇都野支所長。 

○宇都野塩原支所長 この事業につきましては、30

年度、第１年目に事業ビジョンをつくります。そ

して、１年目の後半から２年目にかけて、その課

題事業を今度は地域の人たちがみずから自分たち

の力で解決のための行動を起こすという事業でご

ざいまして、それも含めて２年間という事業でご

ざいます。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 そうすると、２年間といっても事業費

としては、今回の県からくる100万円が事業費と

いう理解でいいわけですか。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 はい。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 はい、了解しました。 

  それでは続いて、125ページ、これも先ほど説

明いただいた消防コミュニティセンター整備事業

費の件なんですが、これに関しては平成29年度に

は設計費として計上されていたわけですね。その

金額が250万円ほど予算計上されていたわけです

が、そうなると今回、詰所じゃなくて、主体は車

庫ということになったと。地域の方々の要望です

から当然それに応えるのは当たり前だと思うんで

すが、ということになると、設計費用としてはこ

こはどうなるんでしょうか。今年度の予算がそこ

で単純に考えると変わるんじゃないかという気が

したんです。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 今年度予算、29年度予算です

けれども、予算が250万円ということで計上させ

ていただいておりましたが、車庫のみということ

で、実質的には76万6,800円ということで入札と

なっております。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 そうすると、これは補正のほうであっ

たんですか。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 設計の委託というか発注の時

期が、実質的な設計自体は年末ということになっ

たもんですから、入札が先月の２月8日になって

おります。今、つくっていただいている段階です

ので、そういうことでその額というのが決まりま

せんでしたので、補正予算には計上してございま

せん。 

○齊藤委員長 じゃ今後ということになるわけです

ね。 

○吉成委員 はい、わかりました。了解です。 

○齊藤委員長 そのほかにございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 40ページ、その新規事業の栃木ふるさ

と支援センターモデル事業ですけれども、一番こ

こで頼んだのはアドバイザー謝礼だと思うんです

けれども、アドバイザーはどのような方に頼んで、

どういうようなアドバイスをいただく予定なのか、

予定があれば、お伺いしたいと思います。 

○齊藤委員長 宇都野支所長。 

○宇都野塩原支所長 現在、全国で活躍なさってい

る地域アドバイザーという方を二、三人、私のほ

うで候補を挙げさせていただいておりまして、そ

のうちのお一人の方が、栃木の地域に精通してい

らっしゃる方がいらっしゃいますので、その方に

予算が通ればいろいろ協力していただければとい
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うことで、お話のほうは少しずつ相手方とお話し

させているところでございます。 

  具体的にその方は新潟地震でたしか村が壊滅し

た山古志村とか、現在は奈良県の本当の山あいの

村とか、そういったところに入って、本当に地域

の事情をよくわかっている地域の問題をうまく解

決してくれる方でございまして、私らの村にとっ

てもそういった方が必要かなというふうに考えて

おります。 

○齊藤委員長 そのほかにございますか。 

  君島委員。 

○君島委員 まず、33ページの防災対策費、あと

126ページにも今度は水防対策費とあるんですが、

どちらもこれは土のう袋だけを買って、砂を買っ

ていないんですけれども、砂はもう十分にあると

いう理解をしてよろしいんですか。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 防災対策費、33ページですが、

土のう袋を買う予定はしておりますけれども、同

じく需用費の中で、土のう用の川砂を10ｔダンプ

になりますけれども、２台程度の購入費を見込ん

でございます。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 わかりました。 

  それと、先ほど皆さんから出ています40ページ

の栃木ふるさと支援センターモデル事業なんです

が、これは地元にさせないで市のほうが事業主体

になるという理由をお聞きしたいんです。 

○齊藤委員長 宇都野支所長。 

○宇都野塩原支所長 私のほうの説明がちょっと不

足しておりました。 

  逆でございまして、地元が主体となって活動を

起こすと。その活動のアドバイザーを市のほうで

選んであげて、地元のほうに入っていただき、地

元のほうでは入ってきたアドバイザーと地域の課

題を整理してビジョンをつくり、そして一緒にな

って課題解決するための事業を、２年度目あたり

から起こしていくという説明だったんですが、申

しわけございません。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 そうじゃなくて、これは予算の形から

すると、盛っているのが報償費、需要費、使用料

及び賃借料という形で、市の歳出で見ていますよ

ね。じゃなくて、地元が事業主体であれば、補助

金等で地元にやらせて、ある程度は地元主導で、

１年目の後半から２年目にかけては、地元がそれ

に基づいてやるんだよという説明があるので、市

のほうが主体じゃなくて、地元が主体になってい

ておかしくないんじゃないかなという気がするん

ですけれども、歳出については全て市のほうの歳

出で見ていて、地元へ落とさないという部分につ

いて形的にどうしてか。 

  例えば補助のメニューとして、市町村しか事業

主体になれないんだよということだから市がやっ

ているとか、そういう部分があると思いますので、

本来であれば地元に落としたほうがいいのではな

いかと思うんですが、その辺で落とさない理由を

ちょっと聞きたかったんです。 

○齊藤委員長 宇都野支所長。 

○宇都野塩原支所長 今、君島委員が言われたお話

ということで、私どもも実は県とお話をさせてい

ただいておりましたが、県のほうではこの補助金

は市に一旦落とさせていただいて、そして市のほ

うで事業内容をコーディネートして、地元のほう

に今度は活動の場を与えてくださいというお話を

いただきましたので、予算的には一旦市のほうで

受けるという形にさせていただくことになってし

まいました。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 もう１点なんですけれども、125ペー



－83－ 

ジで消防車庫整備事業が、旧ゆっくりセンター土

地のところへつくるということで説明いただいた

んですけれども、あそこの場所によっては急傾斜

地の対象になっていて、建築ができない、使えな

いという部分が、崖のほうを直さないと使えない

という部分が結構あると思うんですけれども、そ

の辺についてはどのように対応したのかお聞きし

たい。 

○齊藤委員長 齋藤課長。 

○齋藤総務福祉課長 今、君島委員がおっしゃった

とおり、この塩釜地区というところは土砂災害警

戒区域内に入っているところが大部分です。旧ゆ

っくりセンターが建っていたところ、奥まったと

ころになるんですけれども、そちらではなくて、

この詰所に関してはほとんど道沿いのほぼかから

ないようなところに建設を予定しております。 

  また、土砂災害警戒区域の中でも建物を建てち

ゃだめだというものはございませんので、安全に

配慮して道路際ということの場所を選定させてい

ただいております。 

○齊藤委員長 ほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 それでは、討議すべき点はございま

すか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  総務福祉課所管の審査事項は以上となります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 （自主防災組織の結成費・運営費につ

いて） 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 執行部のほうから何かございますか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で総務福福

祉課の審査を終了といたします。お疲れさまでし

た。 

  ここで、執行部入れかえのため、暫時休憩とい

たします。 

 

休憩 午前１１時０８分 

 

再開 午前１１時１６分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎産業観光建設課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから産業観光建設課の審査

に入ります。 

  産業観光建設課の皆さん、お疲れさまです。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会第一分科会に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  君島課長。 

○君島産業観光建設課長 （議案第９号について説

明） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 最後の115ページのスノープラウはど

ういう機械なのか、まずご説明いただけますか。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 スノープラウにつきまし

ては、トラックの前につける排除板といったらい

いんですか、ブルドーザーみたいな前につけるよ

うなもので雪をどかすタイプのスノープラウです。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 新しく買うスノープラウの予算は210

万円ですよね。古いものが７年間使って今回更新

するということなんですけれども、200万円した

ものが７年間でもう廃棄するということで、前回

に200万円ぐらいしたものが７年間で廃棄になっ

たんでしょうか。ちょっと説明をお願いいたしま

す。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 ７年度で使う頻度が高い

ものですから、一度そのものについて修繕をかけ

たらどうかということで見積もりしたところ、そ

れをオーバーホールというか直すと、130万円ぐ

らいかかりますということで計上して、財政とも

相談した結果、やはり購入したほうがいいんじゃ

ないかということで、今回計上させていただきま

した。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 消耗品的な感じがするんですけれども、

ものがよくわからないので、これは丁寧に使えば

長持ちするとかそういうものではなくて、もうど

こでもこういったスノープラウというのは、こう

いうふうに７年ぐらいで一切使えなくなる、そう

いうものと認識してよろしいですか。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 塩原温泉街のほうの除雪

なものですから、結構、利用とかで頻繁に使って

いるので、排除版の鉄板とかの部分が大分亀裂が

入ったりとか、そういうふうにしているのが現状

になっております。 

○齊藤委員長 そのほかにございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 ちょっと参考までに99ページ、鳥獣害

対策ですね。非常に鳥獣、鹿の害がふえていると

いう中で、有害鳥獣捕獲で予防接種等1,500万円

の委託料で…… 

○齊藤委員長 すみません、小島委員に申し上げま

す。 

  そこは塩原支所の関係ではないんです。 
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○小島委員 違ったか、ごめんなさい。 

○齊藤委員長 6002だけが今回新規なので。 

○小島委員 6002か、これは下だ。 

  勘違いしました、すみません。 

○齊藤委員長 もしあれなら、新規にした理由か何

かを聞いていただければ。 

○小島委員 そうですね。じゃそうしましょう。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  君島課長。 

○君島産業観光建設課長 新規にした理由につきま

しては、これは有害鳥獣関係の出番というか出動

が多いものですから、林業振興費[塩原支所]のほ

うで入れたんですが、そちらとはちょっと異質な

ものなので、一応やはり新しく起こしてこちらの

ほうを予算化しようということで、30年度から新

規につけるようにいたしました。 

○齊藤委員長 そのほかどうですか。 

  吉成副委員長。 

○吉成委員 それでは、歳入の６款商工費の使用料

の件なんですが、６ページ。 

  先ほど説明いただいた中で６カ所で、今回は前

年度と1.9％の減を見込んでいるということなわ

けですけれども、1.9％になった施設として使用

料が一、二番に少なく見積もったところは、どこ

になるんでしょうか。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 これはもみじ谷大吊橋の

ほうの使用料と、あとは華の湯、その２点がやは

り一番少ないんです。28年、29年のあたりの見込

みのほうから推移して出した額なんですが、去年

がやはり一番下がっているというか、逆に少なく

なっているので、その辺を考慮して今回予算立て

をさせていただきました。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 じゃそれに伴いまして、107から108ペ

ージにかけてその減収を見込んだということで、

もみじ谷大吊橋の管理運営費、今回新規でチケッ

トの印刷、それから展望台、公衆トイレ等の改修

が入っているわけですが、これはまずチケットの

ほうに関しては、具体的に当然これまでのと違っ

て新しいデザインで発行されるんだろうと思うん

ですが、何枚ぐらいの発行なんでしょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  君島課長。 

○君島産業観光建設課長 このチケットにつきまし

ては前売り券のチケットということで、観光協会

のほうで販売しているチケットの増刷になります。

枚数なんですが、今回は１万枚を予定しておりま

す。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 これは新たなデザインにしますよね。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 改めてリニューアルさせ

るような形で今考えております。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 そのデザインについてはどこでやるん

ですか。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 担当の職員でやっていこ

うかなという考えはしております。それで、印刷

だけ業者にお願いするという考えはしております。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 頑張ってください。 

  じゃ、展望台のほうの更新工事なんですが、こ

れは具体的に906万円の更新工事の詳細をお伺い

いたします。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  君島課長。 

○君島産業観光建設課長 踊り場があるんですが、

それが７㎡ほどあります。それと対岸、そばの上
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に行くまでに16段の階段がありますので、それを

直すということになっております。木のウオーク

処理したような丸太のやつなもんですから、オー

プン当初からそれを使っていますので、老朽化し

てもうぼろぼろになっていますので、それを交換

するというような考えで、今回、更新工事をする

ということです。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 丸太の場合は当然防腐剤等が注入され

た、そういう材料を使ってということになるわけ

ですか。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 防腐剤が入ったやつで加

工されたものを使用させていただく考えをしてお

ります。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 あとはトイレの件なんですが、これは

女性トイレの改修という話だったと思うんですけ

れども、男性のほうは大丈夫だということですか。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 男性のほうにつきまして

は以前に洋式化しておりますので、今、和式が２

個ありますので、全部やらずに和式も残しておい

たほうがいいかなということで、今回は女性用の

ほうのトイレを３つというような考えをしており

ます。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 あと、地名がわからないので聞きたい

んですが、95ページ、ここで塩原支所ということ

で農村基盤整備施設管理費で、新規の白戸地区の

側溝の修繕ということなんですが、これはどちら

になるんでしょうか。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 塩原支所からいきますと、

塩原小中学校がございますが、あの北側というか

上というか、奥といったらいいんでしょうか、水

道施設の場外浄水場というのがあるんですが、そ

の近くになります。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 以前の大雨の際に一部通行ができなく

なってしまった道路のあの先の上の部分か。 

○君島産業観光建設課長 あそこになります。 

○吉成委員 大まかわかりました。 

  ありがとうございます。 

○齊藤委員長 そのほかにございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 今の95ページで、農地対策で車両を購

入するということですけれども、これは更新じゃ

なくて購入なんですか。理由をお聞かせいただけ

ればと思います。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 一応更新になります。 

  今あるものがエリオスという車なんですが、平

成16年に買ったもので、今でいうと14年目に入る

ことになっております。３年経過しているんです

が、12万㎞ほど乗っていまして、何回か修繕して

いるんですが、やはりオイル漏れがしていますの

で、今後は新しく更新ということになっておりま

す。 

○齊藤委員長 そのほかにございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 なければ、討議すべき点はございま

すか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

といたします。 

○齊藤委員長 討論はございますか。 
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〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第１５号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 続きまして、議案第15号 平成30年

度那須塩原市温泉事業特別会計予算を議題といた

します。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  君島課長。 

○君島産業観光建設課長 （議案第15号について説

明） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  君島委員。 

○君島委員 206ページの基金繰入金で、１－２－

２の1001事業等の２つに充当することになってい

るんですけれども、１－２－２の1001事業の368

万8,000円というのは、何へ入れたんですか。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 これにつきましては、１

款２項１目市営温泉事業施設維持管理事業、1001

事業のほうに充当しております。 

○齊藤委員長 その中のどこにいっているのかとい

う質疑なんです。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 基金のほうに書いてあるのは、１款２

項２目の1001事業、市営じゃなくて上・中温泉事

業と書いてあるんです。 

○齊藤委員長 その中の充当なんですが、どこに入

っているのかがわかればという質疑なんです。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 208ページの１款２項２

目の上・中塩原温泉管理事業施設維持管理事業、

1001事業の全体の中に入っております。 

○齊藤委員長 君島委員。 

○君島委員 そうすると、基金を通常の維持管理費

の中に基金を取り崩して入れることは可能ですか、

基金の条例の中で。条例の大幅な改正がなければ、

条例上は基金を取り崩すのは建設改良に使う場合

に基金を取り崩すことができるように、多分条例

ではなっていたんじゃなかったかと思うんですが、

私も確認をとっていないのでわからないんですけ

れども、通常の維持管理費では基金を取り崩して

使うということができないようになっていたと思

うんですが、ちょっとすみません、ご説明をお願

いしたい。 

○齊藤委員長 暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 零時 

 

再開 午後 零時０５分 

 

○齊藤委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

  君島課長。 
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○君島産業観光建設課長 すみません、塩原地区温

泉事業施設整備基金条例の６条になります。この

３項、温泉事業の円滑な運営のために、財政上、

必要が生じたときという項目がありますので、そ

れにのっとって、今回このような形で使わせてい

ただきました。 

○齊藤委員長 そのほかにございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 208ページ、新規で温泉管布設替工事

実施設計と温泉管布設替ということなんだけれど

も、今までのやつを全く新規でつくるのかどうか

ということと、あと源泉がどこで、どういうふう

な形で今回この新規の温泉管を布設するのかをち

ょっとご説明いただければと思います。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 今回新規ということで提

示されているものにつきましては、場所は上塩原

の小滝という温泉で、尾頭トンネルの一番最後に

小滝という地区があるんですが、そこの400号か

ら市道引久保１号線という市道があるんですが、

そこの190ｍ分がまだ石綿管になっているという

のが市道で残っておりますので、それを新規に更

新すると。 

○齊藤委員長 小島委員。 

○小島委員 石綿管という意味がちょっとわからな

いんですが。 

○齊藤委員長 君島課長。 

○君島産業観光建設課長 石綿管というのは、昔、

水道とかによく使われていた石綿のタイプの管が

まだ使われているということなものですから、そ

れの更新ということです。 

〔「老朽化って石綿で」と言う人あり〕 

○君島産業観光建設課長 すみません、老朽化とい

うことでございます。 

○齊藤委員長 そのほかにございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 なければ、討議すべき点はございま

すか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

○齊藤委員長 討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第15号 平成30年度那須塩原市温泉事業特

別会計予算は、原案のとおり可決すべきものとす

ることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第15号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  産業観光建設課所管の審査事項は以上となりま

す。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 執行部から何かございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で産業観光
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建設課の審査を終了いたします。 

  これで塩原支所の今定例会における審査は終了

となりますが、塩原支所全体として何かございま

すか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○宇都野塩原支所長 ことし１年、いろいろとお世

話になりました。また、各課題につきまして、こ

とし委員会が現場のほうに来ていただいたという

のは、非常に我々も勉強になりましたので、また

そのような機会をいただいて、一緒に勉強させて

いただければありがたいと思います。よろしくお

願いいたします。ありがとうございました。 

○齊藤委員長 さっきの回答は出ましたか。 

○君島産業観光建設課長 はい。 

○齊藤委員長 じゃ、そのまま入れてもらっていい

ですか。 

○君島産業観光建設課長 はい。 

○齊藤委員長 じゃ、課長のほうから説明いただけ

ればと思います。お願いいたします。 

  課長。 

○君島産業観光建設課長 自主防災組織の数につい

てでございますけれども、まず29年度の実数につ

いては13自治会ということになります。 

  それで、18というふうに申し上げたんですけれ

ども、昨年度の予算編成の段階において、29年度

にもあと１つ、２つ結成するということを目指し

ておりましたので、実質的にはあと２つぐらいと

いう目標を定めておりましたので、29年度で２つ、

30年度で３つという形で、合計18という数字で予

算立てをさせていただいたところです。 

  即答できませんで、大変申しわけございません

でした。 

○齊藤委員長 18は変わらないということでよろし

いんですね。 

○君島産業観光建設課長 そうです。申しわけござ

いません。 

○齊藤委員長 鈴木さん、大丈夫ですか。 

○鈴木委員 了解です。 

○齊藤委員長 それでは、これで塩原支所の審査は

全て終了となります。 

  お疲れさまでした。 

  ここで昼食のため、休憩といたします。 

 

休憩 午後 零時０８分 

 

再開 午後 零時５７分 

 

○齊藤委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎会計課の審査 

○齊藤委員長 会計課の皆さん、お疲れさまです。 

  初めに、会計管理者からご挨拶をお願いいたし

ます。 

  松江会計管理者。 

○松江会計管理者 （挨拶） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  それでは、ただいまから会計課の審査に入りま

す。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会第一分科会に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 
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  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  松江会計管理者。 

○松江会計管理者 （議案第９号について説明） 

○齊藤委員長 詳しく説明をありがとうございまし

た。 

  説明が終わりましたので質疑を許します。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 22ページ、20款１項１目のところの市

預金利子ということなんですけれども、もとのお

金は大体幾らになるんでしょうか。細かくは結構

ですから。 

○齊藤委員長 松江会計管理者。 

○松江会計管理者 もとになるお金といいますのは、

幾らということは申し上げにくい。年間にして大

雑把な話で恐縮でございますが、およそ会計課が

扱う現金が入ってくるのが、予算上ですと10億円

の定期預金が大半でございますけれども、普通預

金等は実際に計算しようがない。900億円入って

きて、900億円出ていくような感じなんですが、

それが何日間あるかというのは、やってみないと

わからないというところがございますので、幾ら

分の0.001％でございますが、そういうふうにち

ょっとお答えのしようがないところですが、定期

預金としては10億円分を見ているということでご

ざいます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 今のは定期と普通との合算がその金額

で、定期は10億円あると。せっかくなので、定期

の金利はわかりますか。それも幾つもあるんです

か。 

○齊藤委員長 松江会計管理者。 

○松江会計管理者 定期は0.01％のもので見てござ

います。 

○齊藤委員長 そのほかにございますか。 

  吉成副委員長。 

○吉成委員 じゃせっかくですから質疑をさせてい

ただきます。 

  35ページで、委託料の耐火金庫の保守というこ

とで、それと通信ソフトと両方合わせて10万

1,000円ほど予算計上されていますが、この耐火

金庫の保守というのは、何年に１回かという多分

予算組みだと思うんですが、具体的にはどういっ

た保守になるんでしょうか。 

○齊藤委員長 松江会計管理者。 

○松江会計管理者 まず、耐火金庫の保守は２年に

一度行ってございます。具体的にどういうことを

保守するかといいますと、耐火金庫用の扉がある

んですけれども、人が出入りするための扉でござ

います。そこの鍵の点検、鍵の番号の変更が主な

委託内容でございます。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 鍵の番号を２年に一度変えるというこ

とになるわけですか。 

○齊藤委員長 松江会計管理者。 

○松江会計管理者 ２年に一度、鍵の番号を変更す

ると思います。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 これは委託ということですから、素人

ではできないということになるわけですか。 

○齊藤委員長 松江会計管理者。 

○松江会計管理者 鍵の番号の変更というのは、機

械的な変更でございますので、素人では特別にそ

ういうことを勉強しないと難しいのではないかと

思います。 

  以上でございます。 

○齊藤委員長 そのほかにございますか。 

  田村委員。 

○田村委員 先ほどの22ページの預金の利子のとこ

ろですけれども、10億円が定期預金ということな

んですが、ほとんど普通預金で、なぜ10億が流動
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性が担保されなくてもいいのかというのがよくわ

からないんですけれども。 

○齊藤委員長 松江会計管理者。 

○松江会計管理者 年間のお金が900億円入ってき

て、900億円ぐらい出ていっているのはお話し申

し上げましたけれども、大体でございますが、５

月くらいから10月ぐらいまでは、比較的にお金が

余っている状態でございます。支払いよりも収入

のほうが先に起きてくるということです。で、12

月ぐらいから４月、５月ぐらいまではやりくりが

なかなか厳しくてお金がない状態です。 

  なので、その半年ぐらいの間はお金に余裕があ

るので、定期預金を組むことができますけれども、

残り半年の12月ぐらいからは、本会議でも質問い

ただいて繰りかえ運用のお話しをさせていただき

ましたけれども、どちらかといえば支払い資金が

足りないので、基金の現金を借りて払っているよ

うな状態でございますので、普通預金にはあった

りなかったりしますけれども、日によって変わり

ますけれども、定期預金が組めるのはその時期で

すので、その10億円なりが積めるようになるとい

うのは、歳入と歳出の差がございまして、通常は

歳入のほうが大きく決算になります。そうすると

現金が余りますので、その余っている現金を半年

ぐらいは積めるというような状態になるというこ

とでございます。 

  以上です。 

○齊藤委員長 田村委員。 

○田村委員 ということは、いわゆる６カ月定期と

いう意味ですか。 

○齊藤委員長 松江会計管理者。 

○松江会計管理者 この予算上は３カ月定期と１カ

月定期預金でございます。それを繰り返すという

ことでございます。 

○齊藤委員長 そのほかにございませんか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 なければ、討議すべき点はございま

すか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

○齊藤委員長 討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  会計課所管の審査事項は以上となります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 執行部から何かございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で会計課の

審査を終了いたします。 
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  お疲れさまでした。 

  なお、松江会計管理者におかれましては、長年

のご勤務、大変お疲れさまでございました。 

○松江会計管理者 長い間お世話になりまして、あ

りがとうございました。 

○齊藤委員長 ３月16日に体調を合わせて参加して

いただければと思います。ありがとうございます。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩いたし

ます。 

 

休憩 午後 １時１１分 

 

再開 午後 １時１３分 

 

○齊藤委員長 休憩前に引き続き委員会を再開いた

します。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議会事務局の審査 

○齊藤委員長 議会事務局の皆さん、お疲れさまで

す。 

  初めに、事務局長からご挨拶をお願いいたしま

す。 

  石塚議会事務局長。 

○石塚議会事務局長 （挨拶） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  ただいまから議会事務局の審査に入ります。 

  それでは、ここで総務企画常任委員会を予算常

任委員会第一分科会に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 議案第９号 平成30年度那須塩原市

一般会計予算を議題といたします。 

  執行部から議案の説明をお願いいたします。 

  増田議事課長。 

○増田議事課長 （議案第９号について説明）   

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  それでは、説明が終わりましたので、質疑を許

します。 

  何かございませんか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 知らないのは私だけかもしれませんが、

これはＷｉ－Ｆｉに接続しますよね。そうすると、

タブレットとかスマホで見られるんですけれども、

タブレット、スマホは個人の今、携帯がスマホじ

ゃないですか。個人のものを持ち込んで見るとい

う考え方でよろしいですか。 

○齊藤委員長 増田議事課長。 

○増田議事課長 Ｗｉ－Ｆｉを敷設していない現在

におきましても、タブレット、スマホを見ること

ができます。Ｗｉ－Ｆｉを接続することによって

通信速度が幾分速くなるということです。 

  以上です。 

○鈴木委員 私の質問は自分ので見るのかというだ

けだから、了解です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  田村委員。 

○田村委員 先ほど先進地視察でバスの30万円とい

うのがあったかと思うんですけれども、それは具

体的に何かあるのでしょうか。 

○齊藤委員長 増田議事課長。 

○増田議事課長 私が先ほど申し上げました30万円

につきましては、庁舎建設検討特別委員会分の30

万円を予算計上しているということで、行き先に

ついて今のところ決まっておりませんが、バス代

で30万円というのは15万円で２回を見込んでおり
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ますので、150㎞程度、東京前後ぐらいの所を２

日間、午前、午後で１カ所ぐらいずつ、都合４カ

所ぐらいを見るだけの予算を計上しているという

ことです。 

○齊藤委員長 そのほか。 

  小島委員。 

○小島委員 議会会議費のマルチの事業のところの

新規で、委託料で議会基本条例検証結果第三者評

価ということで、第三者が評価するということで

すけれども、どんな方に評価を依頼して、どんな

結果を期待してこの事業をやるのか、お伺いした

いと思います。 

○齊藤委員長 増田議事課長。 

○増田議事課長 こちらについては、総務企画常任

委員会副委員長の吉成委員が委員長を務めており

ます議会運営委員会で、今基本条例を審議してお

りますが、今は委員の皆さんで検証しております

が、さらにその検証の結果の精度を高めるために、

第三者にも検証していただく。相手先としまして

は、私が委員長と担当の議運の補佐から伺ってい

るところでは、早稲田大学のマニフェスト研究所

あたりを念頭にしていただこうということを伺っ

ております。 

  以上です。 

○齊藤委員長 そのほかにございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 議長交際費、3001事業ですけれども、

この交際費というのは、公表しているものなのか

どうか確認したいと思います。 

○齊藤委員長 増田議事課長。 

○増田議事課長 ホームページで全て公表しており

ます。 

○齊藤委員長 吉成副委員長。 

○吉成委員 せっかくですので、議場コンサートに

関してなんですが、大まか新年度に関しては、こ

ういった人たちにぜひ出演してほしいというよう

なものというのはあるんですか。 

○齊藤委員長 田野庶務係長。 

○田野庶務係長 来年度の議場コンサートにつきま

しては、６月、12月を予定しております。 

  ６月の議場コンサートの予定としましては、開

催日については会派質問のある日あたりを念頭に

しまして、現在調整させていただいるところでご

ざいますが、那須地区でジャズなどもかなり活動

されているギタリストさん、そういったようなジ

ャズのジャンルをこれまでやったことがなかった

ものですから、そういったことでちょっとそうい

ったジャズのジャンルで調整させていただいてい

るところでございます。 

  以上です。 

○齊藤委員長 増田議事課長。 

○増田議事課長 せっかくですので、事務局から申

し上げさせてもらいますが、そろそろネタのほう

も切れてきておりますので、できれば議員さんか

らもこういったジャンルを今度やったらどうです

かというような、そういった団体とかジャンルな

どを具体的にご提示いただければ、事務局として

も助かりますので、委員長から議員の皆様にもご

周知いただけると大変助かります。 

○齊藤委員長 ここで進行を副委員長に交代いたし

ます。 

○吉成副委員長 齊藤委員長。 

○齊藤委員 今、課長と係長のほうで説明があった

議場コンサートの件で、市民の方からちょっとい

われたんですが、３人チームというか３人ユニッ

トで、１人は那須塩原市、あと２人は東京で活動

しているんです。そういった方々に例えば謝礼に

関してはどういうふうになるのかなという扱いを

今度どう考えられるのかというのをお聞きしたか

ったんです。 
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○吉成副委員長 田野庶務係長。 

○田野庶務係長 一議場コンサートにおきましては、

予算的には３万円ほどの謝礼の中で、これまでも

ほとんどプロに近い演奏者とか、そういった方で

も交通費程度をもし東京からお越しいただく場合

でも、３人で組む場合、その一団体におきまして

３万円の中で何とかやっていただき、そのような

形でお願いしているものでございます。何とかそ

ういった音楽を広めるという意味合いで、ボラン

ティア精神によった形で、現状としてはお願いし

ているところでございます。 

○吉成副委員長 それでは、進行をお願いいたしま

す。 

○齊藤委員長 それでは、ほかになければ、討議す

べき点はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 

  討論はございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  議案第９号 平成30年度那須塩原市一般会計予

算は、原案のとおり可決すべきものとすることに

異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第９号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  議会事務局の所管事項は以上となります。 

○齊藤委員長 その他として、委員の皆様から何か

ございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 事務局のほうから何かございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で議会事務

局の審査を終了いたします。 

  お疲れさまでした。 

  ここで、執行部退席のため、暫時休憩といたし

ます。 

 

休憩 午後 １時２９分 

 

再開 午後 １時３１分 

 

○齊藤委員長 それでは、片づけている最中ですが、

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○齊藤委員長 それでは、次第４のその他に入りま

す。 

  委員の皆様から何かございますか。 

〔「なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 事務局から何かありますか。 

  書記。 

○鎌田書記 （事務連絡） 

○齊藤委員長 それでは、次第４のその他を終了し

ます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 
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○齊藤委員長 以上で、今定例会における委員会の

議事日程は全て終了いたしました。 

  本委員会の審査報告書は、本職が作成し、議長

に提出いたしますので、ご一任くださるようお願

いいたします。 

  これをもちまして、総務企画常任委員会を閉会

いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

閉会 午後 １時３５分 

 


